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万葉線再生計画案
市民主体 の新会社が目指す べ き事業計画を考える
武 山 良 三
1. は じめに
高岡 ･ 新涼両市の長年の 懸案事項と な っ て
い た万葉線問題が ｢ 第三 セ ク タ ー 方式 ★lの 新
会社 で 存続｣ と い う方向 でよう やく平成12年
1 2日の 富山県議会 , 並びに 両市議会の 了承を
得た o 昭和51年 (1976) 台風 に よ っ て庄川鉄
橋が流出した こ とを期 に浮上し た バ ス 代替え
輸送案か ら24年､ ようやく こ の 間題 に終止符
が打 たれ ､ 具体的に 動き出すこ とと な っ た ｡
平成13年1月 か らは万葉線経営第三 セ ク タ
ー 設立準備委員会が新会社設立 へ 向けた概要
や趣意書等を取りまと め ､ 2月下旬 に は 発起
人会 ヘ バ ト ン タ ッ チ , 4月に は い よ い よ万葉
線株式会社 と し て 登記さ れた ｡ こ れか らは ､
平成14年4月の 新会社 による運行開始を目指
し て 出資や 寄付金 の 募集 ､ 監督官庁と の 調
壁 . 手続きが行われる運びとな っ て い る ｡
順調に 準備が進行 して い るよう だが ､ 日本
経済が冷え込む中, 赤字が予測される新会社
へ の 出資を仰ぎ ､ また ､ 厳し い 財政状況 の 中
か ら の 行政に よる 公的支援に つ い て市民 の合
意を得て いく に は ､ 今ま で以上 に厳し い 道の
りが予測される ｡ 新会社を成功 に導くた めに
は行政 ､ 経済界 ､ 高岡 ･ 新湊両市民の 協力が
不可欠である ｡ 市民 へ の情報公開の もと ､ 周到
な事業計画を立案 して い か なければならない ｡
平成10年4月 ､ 万葉線を こ れか らの 環境保
全や高齢化社会に 対応 したまちづくりに 役立
てて い こうと路面電車と都市の 未来を考え る
会 ･ 高 岡 ★2 (通称RA CD A高 岡 , 会長 : 島正
範) が結成 された ｡ イ ベ ン ト電車の運行や フ
オ
ー ラ ム の 開催などで 万葉線の 利用促進を呼
びか け ､ 平成11年12月か ら は ラ ク ダキ ャ ラ バ
ン ★:-l･と称する出前フ ォ ー ラ ム を県内各所で実
施 ､ 存続問題 に つ い て 各地区 ､ 各立場か ら の
意見を積極的に収集して きた ｡ 本稿で 記述す
る万葉線再生計画案はそう した市民 レ ベ ル の
取り組み の 中か ら生まれてきた万葉線再生 の
ための マ ス タ ー プラ ン で ある ｡
こ こ で は ､ こ れまで議論 されて きた万葉線
の 存続意義や 活性化実に 関す る検討事項を ,
万葉線問題 懇話会 で提言 され た5つ の 課題 に
そ っ て 総括的に まとめ た ｡ 万葉線再生計画案
を新た な出発点に ､ 第三 セ ク タ ー に よる新会
社 の 目指すべ き事業計画が市民の 間で 更に活
発に議論される こと を願うもの で ある ｡
2. 万葉線問題の経緯
万葉線 ★ 4は昭和23年 (1948) に 地鉄 ★5高岡
- 米島 口 - 伏木を結 ぶ7.3km で 運行 を開始 ,
昭和26年に は米烏 口 - 新湊 (六渡寺) 間が開
通 し ､ 射水線と結ばれ富山ま で繋が っ た ｡ 昭
和34年 (1959) に経営が加越能鉄道 ' hに 移行 ,
図1 乗客は減っ た とは い え ､ 万葉線は年間10 0
万 人を運ぶ地域住民の重要な足で ある ｡
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地域の 足 と し て昭和47年 (1 9 72) に は年間
475万 人もの 旅客を運ん だが ､ その 後はモ ー
タ リ ゼ ー シ ョ ン の 波に押され利用者が急速に
減少 , 昭和50年 (1975) か ら は鉄道軌道法 ★7
に 基づ き国 ､ 県, 高岡 ･ 新涼両市に よる欠損
補助を受けるように な っ た ｡
昭和55年 (1980) に は両市及び両市の 市議
会 ､ 商工 会議所等各種団体 ､ 加越能鉄道に よ
っ て 万葉緑対 策 協 議 会 が 設 立 ､ 平成5年
(1993) に は 万葉線を愛する会が発足 ､ 平成6
年に は 万葉線活性化研究会が設置された ｡ 平
成7年か ら は国 ､ 県, 両市か ら設備整備近代
化補助を受け老朽化した路盤整備に も努めて
きたが ､ 平成10年 (1998) 国の 欠損補助 ★ パが
うち切られた こ とを期に加越能鉄道は再び撤
退を強く表明 ､ 万葉線存続問題が 一 気に表面
化し た,3
富山県と両市は万葉緑対策に関する調査を
実施 ､ 平成10年 , 万葉線検討会 (会長 :中藤
康俊 ･ 富山大学経済学部教授 ･ 当時) が 設け
ら れたo 運行体制の あり方等につ い て 検討が
行われ翌1 1年､ 中間報告と して ｢ 第三 セ ク タ
ー 方式案｣ と ｢バ ス 代替輸送案｣が示 された ｡
平成11年11月か らは万葉線経営改善計画調
査検討委員会 (会長 :石田東生 ･ 筑波大社会
学系教授) が 長期的展望を踏まえ た需要予測
をまと め ､ 平成1 2年4月 ､ 第三 セ ク タ ー 移行
後の 需要予測および経営見通 しに つ い て異体
図2平成元年 (1989) を100と した公共交通機関別利用状況の 変化 (単位 : o/.)
1 10
10 0
9 0
8 0
7 0
6 0
5 0
平成lO年度
輸送人員
( 単位: 千 人)
- 北陸本線 8 8.80/o 3,5 83人
/ 城端線 80.8% 2,05 4人
~＼ 氷見線 7 8.80/o 1,71 4人
一 万葉線 7 5.3% 1,15 7人
一 路線 バ ス 4 9.2% 4,4 06人
19 8 9 90 9 Ⅰ 9 2 9 3 94 95 96 9 7 9 8 9 9
万葉線の利用状況は年々低下 して い るが , 他 の 機関も同じ様な傾向を示し い る ｡
万葉線問題は公共交通全体の 問題と して 捉える必要がある｡
高岡市地域公共交通 ビジ ョ ン検討委員会 ｢高岡市地域公共交通ビジ ョ ン｣ (1 99 9.3)p.5 に 一 部追加 して 作成｡
表1将来需要予測及び収支経営見通 し (単位 :千人 ､ 千円)
区分 年度 H】0実績 H I S H 14(三 移行) H 19(5年後) H 2 4(10年後)
将来需要予測 (千人) 1,15 7 1,13 9 1,14 1 I,1 94 1,1 65
収支等
経営見通 し
経常収支 (千円) 2 4 2,58 1 238,81 8 22 5,87 1 2 33,4 51 2(i6,2 42
(うち旅客収入) 2 3 1,95 0 22 8,1 87 2 Ⅰ5,240 22 2,8 20 2 55,6 11
経常費用 (千 円) 30 9, 13 3 14,5 22 2 85, 17 2 82,5 53 29 6,827
( うち人件費) 21 7,66 5 229,3 27 20 6,4 10 19 6,3 9 t 2 04,5 00
( 差引) 公的支援必要額 (千 円) 6 7,3 32 7 5,7 04 5 9,6 46 49,1 02 30,5 85
･ 平成1 4年度に ､ 第三 セ クタ ー 運行 - 移行するもの と想定
･ 平成1 4年度以 降､ 1区間20 0円 ､ 2区間2 5 0円､ 3区間3 50円の 運賃水準 を10年間維持 し､
平成2 4年度に各区間5 0円ず つ 運賃改定を想定
(財) 運輸政策研究機構 ｢万葉線経営改善計画に おける検討の 概要｣ (平成1 2年3月31日) よ り引用
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民 主体 の 新会社が目指す べ き新案計画を考え る
的な数字を示 した ｡ ( 表1) これを受けて両市
は最終 的な意見調整 を図る ため 同年6月 , 万
葉線問題懇話会 (会長 : 本学蝋 山昌 一 学長)
を設置 し た ｡ 懇話会で は地元自治会や婦人会,
商工会議所等関係団体の 意見を取りまと め る
一 方 ､ 公聴会や投書 などを通 して広く市民 か
らも意 見を求め た ｡ 9月 ､ 最終的な提言 を作
成 し高岡 ･ 新涼両市長 に提出､ 9月および12月
の議会で審議の上存続が決定されたの で ある｡
3. 万葉線問題懇話会の示した5つ の課題
万葉線懇話会は平成12年9月 ､ ｢これか らの
万葉線に つ い て の 提言｣ と題 した報告書の 中
で万葉線の 存続意義および市民参加 に よる新
し い タ イ プの 第三 セ ク タ - 会社 で 存続する た
め の 対応策をまとめ た ｡ そ こ で は次の 5 つ の
課題を提示 して い る ｡ (1) 通勤 ･ 通学 ､ 買 い
物 などの 公共交通手段と して ､ (2) ますます
進 展す る高齢社 会の もと で の 福祉 の 維持 向
上 ､ (3) 地域や地球規模で の 環境改善 ､ (4)
都 市の 個性 の 象 徴と し て まちづ くり へ の 活
用 ､ (5) 高岡･ 新涼両 市の 粁 の維持 ･ 強化 ､
で ある c 以下 ､ こ の 課題 に沿 っ て 万葉線再生
計画案を提案する ｡
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3.1 通勤 ･ 通学､ 買 い物などの 公共交通手段
として
公共の 足と して まず満たすべ き目標は利便
性 ､ 経済性 ､ 安全性 , 快適性で ある ｡ 利便性
に は路 線経路お よび停留所の 位置 ､ 運行本
数 . 時間帯 , 運行の 定時性､ 他の 交通機関と
の 乗り継 ぎなどがあ る｡ 経済性はずばり運賃
で あるが , 支払方法な どの 乗車制度は利便性
とも大きく関わる もの で ある ｡ 安全性は 一 般
車と 同じ道路を走 る路面電車に と っ て は最も
重視すべ き問題 である ｡ 快適性 に は車両その
もの の乗り心地の 他､ 停留所 で の 待合い 環境 ､
停車駅や時刻表などの 情報が わか りや すく表
示 される こ と などが含まれる ｡
3.1.1 利便性
(a) 路線延伸計画
万葉線の 路線は現在 ､ 高岡駅 か ら越の 潟ま
で12.8km ､ うち鉄道だ けが走 行する専用軌
道が4.9 km ､ 停留所数は24箇所 で ある ｡ 停留
所間は全体平均 で 約530m , 高岡駅前 - 米島
間 で は350m 余りに な っ て い る ｡ か っ て は富
山地方鉄道 の射水緑と して 東は富山ま で ､ ま
た ､ 北は伏木港ま で走 っ て い たが ､ 昭和41年
図3-3
図3-1､ 3- 2､ 3-3 J R小倉駅 ｡ 駅舎新築 に あた り モ ノ レ ー ル が 延伸 して乗り入 れ ､ 乗換の 利便性 が図
ら れ た ｡ 駅を南北 に貫通 する公共通路が設 け られ ､ デ ッ キ広場 はバ リ ア フ リ ー 対応とな っ て い る ｡
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(1966) 富山新港建設 で新涼港線は 分断 ､ 伏
木港線 も昭和46年 (1971) に廃止された ｡
実現性の ある路線延伸計画は予定 される北
陸新幹線★9新高岡駅 へ の ア ク セ ス路線と海壬
丸パ - ク ヘ の 延伸計画で ある c (図4)
新高同駅 は現高岡駅の 南約1.5km の 京田地
内に 計画 されて い る ｡ 両駅の ア ク セ ス に は既
存のJR城端練の 利用や シ ャ トル バ ス を運行す
る案が検討 されて い る ｡ 万葉線を延伸して 新
駅 へ 直接乗り入れる案も市北部および新湧 か
らの 利便性を高め ､ 万葉線そ の もの の 活性化
に も貢献する の で有力な将来 ビ ジ ョ ン で あろ
う ｡ 新駅 へ 延伸する場合は高架 ､ もしくは地
下化 に よ っ て 北陸 本線を越 え る 必要が あ る
が ､ こ れは駅前再開発事業 ★ 川 や高岡駅南北 一
体化事業 ★ 11と の 関連性を重視し , 総合的に捉
えな ければなら な い 課題 で ある ｡
新幹線駅に直接地域の 交通が乗り入 れた事
例と して はJR小倉駅の モ ノ レ - ル が あ る｡ 駅
舎新築に あ た っ て 路緑 を約4 00m 延長 ､ タ ･ -
図4 万葉繰延伸計画案
図5 豊橋駅 ｡ 路面電車の 延伸がまちづくり に貢献
すると評価され ､ 約3億円の 補助金 が交付された｡
ミ ナ ル ビ ル4階に 乗り 入れた ｡ コ ン コ ー ス は
公共通路と して南北に 貫通し ､ また駅南側広
場は デ ッ キ通路と なり ､ 各階段に は エ ス カ レ
ー タ や エ レ ベ ー タ が設置 された バ リ ア フ リ ー
対応とな っ て い る u また ､ 北側 に 位置する ホ
テ ル ､ 展示場と は動く歩道で結ばれて お り ,
高岡に も大 い に参考に なる総合的な駅周辺整
備と な っ て い る ｡ ( 図3-1､ 3-2, 3-3)
愛知県豊橋市も新幹線が停車する駅 で あ る
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民 主体 の 新会社がtl 指すべ き事業計画を考える
が , 平成9年 (1997) の 駅舎増改築を含む総
合的 な 再開 発事 業 に あ た っ て 路 面 電車 を
1 50m 延伸し ､ 駅広場 へ 直接乗り入 れるよ う
に した ｡ ( 図5) こ の 工事に あた っ て は同年創
設 された路面電車走行空間改修事業の 適用を
受け ､ 軌道延伸 ､ 乗降場移設 ､ シ ェ ル タ ー 整
備 , セ ン タ ー ポ ー ル 化の 事業費3億円が補助
された ｡ 国土交通省 で は路面電車の 整備事業
に積極的に動 い て おり , 今後も同種 の 事業を
支援 して いく姿勢を見せて い る ｡
海王丸パ ー ク ヘ の 延伸に つ い て は , 東新湧
駅か ら海王丸 パ ー ク を経て 海王丸駅 へ 至 る案
( 約1,6 2 0m)､ 越 の 潟 へ 至 る 案 (約1,80 m)
が提案されて い る ｡ 既存ル ー トと併用する場
合 ､ 海王丸 パ ー ク経由と越の 潟行きは交互に
運行 され ､ 経由する場合, 所要時間が2､ 3分
程度遅くな る ｡
海王丸パ ー ク ヘ の 来訪者は観光目的が主体
と なる の で 本線と は切り離 した考え 方もあ
る ', 海王丸駅 か ら パ - ク 人 口 まで の50 0m を
図6 交通ネ ッ ト ワ ー ク概念図
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日曜 ･ 祝日の み シ ャ トル 的に運行する案､ ア
ク セ ス 道の 遊歩道化や レ ン タ ル サイ ク ル の 整
備案等も合 わせ て検討し た い ｡
路面電車の 延伸に か か る費用は概算で1km
あたり路盤整備に9億円 ､ レ ー ル 敷設が1億円 ､
電気設備が5億円で イ ン フ ラ部分の 合計は1 5
億円と言われてい る ｡ これを参考 に新駅ま で
1.5km 延伸する際の 費用を計算す ると およそ
22憶5千万円に なる ｡ ★12
仲)公共交通のネ ッ トワ ー ク化
北陸新幹線が開業し た場合 ､ JR支線で ある
城端線 ､ 氷見線 に つ い て の 扱 い は未定で ある
が , これら の 経営がJRか ら分離した場合は万
葉線と の 相互乗り入れなども検討す べ き課題
と なる ｡ 幸い 両線共に1,067m m幅 の車輪を使
っ て おり , 電化工 事さえすれば万葉嫁が両線
に 乗り入 れる こと も可能で ある ｡
高岡駅 か ら北 へ 向けほぼ平行に走 る万葉線
とJR氷見線は能町付近で 交差する c こ こ に乗
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能
越
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動
車
道
関西方面
北陸自動車道
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パ クーアンドライド
･ 中心市街 地は公共交通網を充実させ る
･ 高齢者が歩い て暮らせ る町にする
･ 郊外は車を主体に考える
･ 都市境界 部に パ クーアン ドライドなどの
乗り継ぎ施設を設ける
･それぞれの 特徴を活かした住み 分けを図る
8号線
上越 ･ 関東方面
L RT
バス ター ミナ ル
G 喝 コミュ ニ ティバ ス
曲 パ-クアン ドライド
由 新幹線
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換タ ー ミ ナ ル を建設すると ､ 氷見方面と新涼
方面 の乗換が可能になる ｡ こ れを活用すると
新湊か ら高岡駅に向か う場合､ 専用軌道を走
る氷見線 に乗り換える こ と で ア ク セ ス時間を
短縮する こ とが で きる c つ まり ､ 高岡市内に
所伺がある旅寄は停留所数の 多い万葉線を利開
し､ JR本線 へ 乗り継ぎを目的とする場合は ､ JR
支線を利用すると い っ た選択肢を提供できる o
路面電車の 鉄道 へ の乗り入れは オ ラ ン ダの
ア ム ス テ ル ダ ムや ドイ ツ の カ ー ル ス ル ー エ で
すで に 行われて い る ｡ 軌道幅が異なる場合で
も レ ー ル を3本敷設 し走行する ドイ ツ ･ シ ュ
ツ ソ トガ ル トの 例がある ｡,
欧米 で盛ん に 導入 されて い る新 し い タ イ プ
の 路面電車L RT… は小都市を結び広域的な生
活 圏を構築 する こ と を目指 し成功 して い る
が , 高岡広域圏の 状況 はLR T が活躍 して い る
都市の 状況 に酷似 して い る o L R Tと い う と低
床式車両ばか りが話題と な るが ､ 車両その も
の はL R V… で あり , L R Tは信号 シ ス テ ム や パ
ー ク , ア ン ド t, ラ イ ドなどを含め た交通シ ス
テ ム全体を指す言葉である ｡ その 考え方の ベ
ー ス に は都市間は駅数を減ら し専用軌道を使
図7 L R T シ ス テ ム概念図
っ て 高速 で結び ､ 都市内は路面電車と して 細
か く停車し利便性 を高め ると い う方 針があ
る(〕 城端練､ 氷見線の経営状況は万葉線より
遥か に 厳 しくその将来に つ い て は不安定 な要
素が大きい が ､ これらの 線が連携 し県西部を
南北に 縦断する動脈となれば , お互 い の 路線
の 魅力を高め る こ とに も繋がる だろう ｡
(c)路線 バ ス ､ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス との 連携
交通機関の相互利用に つ い て は路線 バ ス や
両市で計画されて い る コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ★15と
の 連携も充分に 考慮 し , 万葉線の 路線 が及ば
な い 地域へ の サ ー ビ ス を図る べ きで ある L,
高岡市が平成1 2年11月3 日か ら1 2日31日ま
で 行 っ た試験運行で は1日あたり315.9人と予
想を上回る利用があ っ た ｡ 路線バ ス が通れな
い 中心部の 人口密集地を コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が
カ バ ー した こ と で ､ 高齢者 の 外出機会も促進
された ｡ 高岡市コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 導入検討委
員会で は試験運行 した第1ル ー ト に加 え , 第2､
第3 のル ー トも検討 して い る が ､ 高岡市をく
まなく カ バ ー する こ と は で きな い ｡ 定時運行
が 可能な路面電車を軸 に ､ 乗り継ぎを前提と
(左) 現状 は交通拠点か ら運行経路が放射状に 広が るも の の ､ 人 が 分散 し過 ぎて利用が伸び て い な い ｡
(右) 分散した 人をあ る程度拠点に集める こ と で ､ 都市機能の効率化を図る ｡ 都市内で の 移動が活性化する
回遊型 交通 を導入 ､ 停留所数を増やす｡ 拠点間は乱開発を抑制し ､ 軌道交通 で高遠に結ぶ ｡
)j 兼掛Ii生 計両案 ilf凪主体 の 新会社が目指す べ きp･)'t業計画を考え る
図8 志同市 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 試験運行｡
図9 六渡寺と伏木を結ぶ水路 ･ 如意の渡し ｡
図10 内川 の景観 ｡ 万葉線とボー トの 組み 合わ
せ は新湊観光の 目玉に でき る ｡
図1 1 ア ム ス テ ル ダム駅｡ 鉄道の駅前に路面電
車が並び､ 運河にはは水上バ ス が浮かぶ｡ 様々 な交
通機関がその特性を活かして共存して い る｡
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した高岡型 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス を考案して い か
なければならな い ｡
(d)水路の 活用
越 の渇 か ら束へ は現在もフ ェ リ ー が24時間
運行されて おり新港束口 で 路線バ ス に接続 さ
れて い る ｡ また , 中伏木 - 伏木間は ｢如意の
渡し｣ と呼ばれるボ ー ト で結ばれて い る ｡
船上か ら の景観は視点が下がる と同時に水
面に 鏡面反射 してゆ らぐ風景が独特の 魅力を
持っ て おり , 観光目的の 交通に も適 して い る ｡
新湊に は内川 べ りに 保存すべ き町並み が残 っ
て い るが ､ こ こを船 で 回遊 する こ とは新涼観
光の新 たな目玉と する こと が で きる ｡ 万葉線
と ル ー プするような内川航路を設定 した い ｡
(e)運行時間帯および本数
万葉線 の 高岡駅前始発は 午前6時15分 ､ 終
発は午後10時で ある ｡ JR北陸本線で東京 ､ 大
阪か らの 特急電車が午後11時台 に も到着する
こ と ､ ま た夜間は酒類を飲む機会も多く ｢飲
ん だら公共交通｣ と い う需要 の 開拓を目的と
して ､ 本数は少なく て も良 い の で ､ で きれば
夜12暗まで 運行 した い ｡
運転間隔は 一 部の 時間帯を除き15分間隔で
あり ､ こ の 頻度は地方の 軌道 ダイ ヤと して は
大変健闘 して い る ｡ また ､ 15分間隔と いう の
は時刻を把握する上 で大変わか り易い ｡ 理想
で 言えば10分間隔 ､ 1時間あ たり6本に なるが ､
これを実施するに はまず利用者がある程度増
加 し て か らに なる だろ う｡
万葉線 だけで増便が困難 な場合､ バ ス と ダ
イ ヤ を調整 し互 い に補完する手法も有効 だ｡
また , 中心市街地 で は コ ミ ュ ニ テ ィ バ スを狭
間に 運行させ る こと も考えられる ｡ こ の 場合 ､
停留所で 車両が間もなくや っ て くる などの運
行状況が リア ル タイ ム に把握 できる バ ス ロ ケ
★16などの情報 シ ス テ ム の 導入が求め られる ｡
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(D運行速度
万葉線の 表定速度 は18.5km/bで あ る ｡ 路
面電 車の 一 般的 な運行速度は1 2.3km/h と言
われて い るの で速 い 部類に 属する c 運行速度
を高め る ために は様々 な対策が総合的に立て
られ なければ効果が上が ら な い o (1) 走行軌
道の 改善 (2) 優先信号 , 軌道内へ の 進入回
避 (3) 乗降時間の 短縮 (4) 停留所 の 削減
(5) 専用軌道区間の 延長 (6) 新型車両の 導
入 などが検討課題と して上げられる ｡
最新型 の 車両 で は70km/h以上 の ス ピ - ド
を出せ るが ､ 車と混在する併用軌道で は最高
速度は40km ､ 平均速度 は30km/hに 制限され
ており ､ 高速化の た めに は専用軌道を確保し ,
こ れをう まく活用しなければなら ない ｡ ちな
み に 現在約40分で結ばれる 高岡駅前と越 の潟
を30分 で 運行す る に は平均速度 を25.6km/h
に まで 引き上 げなければな らな い ｡ こ の 速度
を達成する こと は非現実的で , 万葉線の 状況
を考 える なら速度よりも車内の 居住性やサ -
ビ ス の 向上を追求すべ きで ある ｡
3.1 .2経済性 (乗車制度)
(a) 運賃
現行の 運賃は対キ ロ 区間制 (距離制) で高
岡駅前 か らの 初乗りが160円 , 越 の 潟 か ら の
初乗りは200円 , 高岡駅前 - 越の 潟間は4 50円
である ,, 普通運賃の 他に 回数運 賃 (11回綴り
で10回分) と定期券があり ､ こ の 他 二 日間乗
り放題 の ｢万葉線ふ り - き っ ぷ｣ が900円 で
販売 されて い る ｡ .
万葉線160円区間の 定期券運賃は通勤1カ月
で6,930円 ､ 通学1カ 月で4,9 50円で ある ｡
一 般
に 定期券の 割引率は月60回乗車で計算 され る
の で , こ の 設定は週休二 日 に対応 したもの と
評価 される ｡ 全国的に 路面電車の定期券利用
比率が下が っ て おり , 平成7年度 (1995) の
調査 で は定期券32% に対 し ､ 定期 外利 用が
68% ★17とな っ て い る ｡
乗車 した距離に よ っ て値段が決 まる対キ ロ
区間別 は運賃が判別 しにくく , 降車時に手間
取 る旅育も多い ｡ 運行速度低下の要因と もな
っ て い る ｡
全国的に見ると ､ 路面電車で は均 一 料金が
13路線 , 区間制が3路線 ､ 対キ ロ 区間制が7路
線 である c 岐阜, 福井､ 広島で は市内線が均
一
､ 郊外は対キ ロ 区間制を併用 して い る ｡ 均
一 料金は比較的運行距離が短 い路線に有効な
料金設 定 で ある が ､ 長崎 (ll.5km) や鹿 兜
島 (13.1km) の 運行距離 は 高岡とそ れほ ど
差が な い ｡ し か し , 1日当 たりの 乗車人員を
見ると万葉線が3,350人 ( 平成9年度) で ある
の に 対 し , 長崎は58,860人 ､ 鹿 児島 は29,830
人 … と な っ て おり ､ 運賃設定 は言 うまで もな
く総収入 から算出されるもの で ある ｡
平成10年度 ､ 万葉線の 運行経費は補助を入
れて 約3億円 , これに対 し乗車人員は115万7
千人で ある ｡ こ れを運賃収入 だけで まか なう
に は 一 人当たり の 平均運 賃が260円 と な る ｡
つ まり均 一 料金 を導入 する場合は 一 回260円
が ひ とつ の 目安に なる ｡ こ の 金額は 高岡駅前
か ら8駅目 , 旭 ヶ 丘 (現行運賃220円) まで の
運賃であり ､ こ の 区間の 旅寄にと っ て260円
は最大100円の 値上が りと なり適当と は考 え
に く い ｡ ま た ､ 2 00円均 一 と する と 年間約
7,00万円の 赤字 に なる ｡ 200円は現行の 高岡
- 新湊間運賃の半額以下であり , それが魅力
とな っ て年間35万人の 利用増に なれば収支 は
確保 される ｡
万葉線経営改善計画調査検討会で は新乗車
運賃に つ い て3 ゾー ン制 で200円 , 250円 ､ 350
円 (2010年に50円の値上げを想定) に設定 し
た場合の 試算を行 っ て い る ｡ それに よる と年
間 で2万人の 増加が 見込 まれる 一 方 , 値下 げ
に よ る減収が あり収支見通 しで は年間50万
円程度の 改善に な ると い う o 料金設定に つ い
ては この 寒が妥当と考えられる が ､ 採用に あ
た っ ては初乗り運賃の 値上げに 対する なん ら
か の サ ー ビス 提供が い る だ ろう o
欧米 で は区間制 に よる運賃を採用 して い る
))
一
乗線再!L計画案 -[iL(i:.体 の 新会社がI-i順 す べ き事業計画を考える
とこ ろが多い が ､ こ の場合､ 近距離の 利用者
の 割高感を緩和する ため ､ 同伴者割引などい
く つ か の ボ ー ナ ス チ ケ ッ トを用意 して い る ｡
券種が増え ､ 料金体系が禎雑に な っ て しま っ
ては区間制にした意味が薄れるが , わかりよい
形での 特典制は是非導入した いと ころである｡
仲)無料区間の 設定
区間利運賃の弱点を克服するため ごく近距離
の 利用に限り無料にする制度を検討した い ｡ 特
に 中心市街地 の活性化を考 えると 公共交通を
水平方向の エ レ ベ ー タと して機能さ せ る こ と
で ､ こ の エ リ ア の利便性を大きく高め る こ と
が で き る か ら だ o 実際 に ポ ー ト ラ ン ド (約
1.6 km X 2,6km エ リ ア) や シ ア ト ル ( 約
600m Xl,600m エ リ ア) で は無料を実施 して
い る ｡ 高岡の場合､ 高岡駅前を出て新設を想
定する 末広町 , 片原町 ､ 坂下町ま で を無料
とす る の が適 当と 考 え られ る c もと もと 高
岡駅 か ら乗 車し ､ 片原町 で 下車す る と い う
利用が 少な い こ と , 本丸開館前 か ら200円に
なれ ば合意 が得 ら れや す い こ と な どがそ の
理 由 で あ る ｡ ま た ､ こ の 区間限定 で あ れば
路線 バ ス ヘ の 影響 もほ と ん ど な い ｡ コ ミ ュ
ニ テ ィ バ ス と も合 わせ ､ 中心市街地を自 由
に 歩き回れ る環境 をつ く る べ き で あ る o 新
図1 2 ポ ー ト ラ ン ドの 中心市街地 は無料とな っ て い
る の で ( 地図中の 点線内)､ 水平方向の エ レ ベ ー タ
感覚で利用 でき る ｡ 資料出典 : T R トM E 丁
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湊で は現行の 初乗りが200円なの で 特に無料
区間を設定 しな い が ､ 強 い て検討する ならば
新湊市役所 か ら新町口 , 中新湊 ､ 新設を想定
する内川まで が候補として上げられる ｡
(c)信用乗車方式
欧米で 一 般的な乗車方式 があらか じめ乗車
券を購入 し ､ 乗車時に乗客 が自ら利用日時を
刻印する方法であ る ｡ こ の場合 ､ 検札が行わ
れない信用乗車方式と な っ て い る ｡ こ の 方式
の 利点は改札機や車掌を配置する コ ス トが不
要に なる こ と ､ ワ ン マ ン の場合, 運転手の 業
務負担が軽減される こ とが上げられる ｡ また ,
入 口 と出口 の 区別が 無く , 2箇所か ら乗降で
きるの でそ の 時間を短縮 で きる ｡ 車椅子の 利
用などを考 えると ､ 連結車両 の導入 や , 広 い
開口 ドア を確保するこ とが不可欠になるが ､ 信
用乗車制度は こうした状況にも適 してい る｡
信用乗車方式で の 問題点は運賃の 未払 い で
あ る ｡ こ の 対策 と し て3,000円程度の 罰金を
科 して い ると こ ろが 多い よう である ｡ 決め ら
れた料金を払 わな い 無札率はス イ ス の チ ュ ー
リ ヒ が2% と低く , ドイ ツ の カ ー ル ス ル - エ
が3 %､ ア メ リ カ の ポ ー ト ラ ン ドが5 %､ フ ラ
ン ス の ス トラ ス ブ ー ル が12 %★1 9であ る o
図1 3 ベ ル リ ン の ∪バ ー ン 券 売機と刻印機 ｡ 乗車前
に購入し ､ 乗客自らが ス タ ン プす る ｡
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(d)家族割引
欧米で は利用人数や期間に よ っ て様々 な割
引券が 用意されて い る ｡ ドイ ツ の 各都市で は
1日券があり , 例えばミ ュ ン へ ン で は市内1日
券が10マ ル ク (約60円)､ 家族1日券が20マ
ル ク ( 約1,2 0 0円) で購 入 で きる ｡ 家族券 は
大人2人と子供3 人に犬 一 匹まで連れて乗車
する こ とが で きる ｡ こ の他 ､ 3日 ､ ある い は1
週間と い っ た短期 フ リ ー チ ケ ッ トを用意する
と ころもある ,J ロ ン ドン ･ ト ラ ン ス ポ - 卜 で
は1日刻み で 乗車パ ス ポ ー トを作成 して く れ
るの で滞在日数に 応じ た最適 の フ リ ー チケ-ソ
トを購入する こと がで き る ｡
高岡で は 二 日間有効の フリ ー き っ ぷ が ある
が , 1日券 もぜ ひ 用意 し た い ｡ また ､ 家族券
は マ イカ - か ら の 転換を図る上 で大変有効な
手段で ある の で , ニれも制度化し た い ｡
(e)高齢者割引
高齢者 に 対 する割 引制 度も検討課題 で あ
る ｡ 兵庫県芦屋市で は70歳以上の 高齢者に 対
し , 市内バ ス 運賃を半額程度補助 して い る ｡
手続きは健康保険証など生年月日 がわか る も
の を市役所窓口 ヘ 提出 し ､ ｢高齢者 バ ス 運 賃
割引証｣ の 交付を受ける (J また , 岐阜の つ ば
め タ ク シ ー で は同じく70歳以上の 高齢者 に対
し乗車料金を1割引きと し て い る ｡ こちら は
顔写異人りの 磁気 カ ー ドを作成 し , 料金は口
座 か ら引き落 とす方式を採用 して い る c.
図14 来街手段別歩行特性
(i) 買い 物割引券
商店 で買 い物をすれば金額 に応 じて無料駐
車券をもら える の が 一 般的である ｡ 高岡の 中
心市街地 で も2,000円以上の 買い 物で1時間の
無料券 が提供される 仕組み に な っ て い るが ,
こ れ は駐車料金 が無料 に な っ たわ け で は な
く ､ 商店が嘗の 代わりに支払 っ て い る の であ
る ,:J つ まり商店は駐車料金分を割り引 い て い
る こと に なる ｡
平成11年 , 当時の 建設省都市局都市交通調
査室が宇都宮市で 実施 した調査に よる と鉄道
で都心に 訪れ た人は駐車料金の 心配が な い の
で 滞在時間 で2時間20分も長 い と い う ｡ 商店
へ の 立ち寄り件数も多く ､ それだけ商店 に対
し貢献 して い るが ､ 駐車券に相当する割引を
受けて い る わけで は な い ｡ こ れは大変不公平
である ｡ 同じ寄で ある以上 ､ 公共交通利用者
に も乗車券を配布するなど買 い物割引を実施
すべ き で ある ∪
也)乗り継ぎ券
大阪市交通局で は地下鉄と バ ス の 乗り継ぎ
制度があり ､ 指定駅 で乗 り継ぐ際1 00円が割
引される ｡ 万葉線 で は加越能バ ス とJR線 およ
び運行が計画 されて い る コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と
の 乗り継 ぎが想定 される ｡ 既 存の路線バ ス や
コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と は調整が できそう である
が , JR線は他 の事業体 との 乗り継ぎ実績が少
なく ､ 調整は難航する こ とが予想 される ｡
公共交通利用者は歩行距離 ､ 立ち寄り施設数, 滞在時間とも自動車で の 来街者を上 回る｡
中心市街地にと っ て は大事なお客様だが ､ 駐車券 に相当する乗物券等の サ
ー ビ ス を受け て い な い ｡
建設省都市局都市交通調査室 ｢中心市街地活性化と歩行特性｣ (19 9 9.8) より引用
ノj一発線 軒lミ計画案 IfJ一尺主体 の 新会社が目指す べ き事業計画を考え る
企業間を越え た共通乗車制度として は関西
私鉄五社が平成8年 (1996) に は じめ た ｢ス
ル ッ とK ANSAI｣ があ る ｡ プリ ペ イ ド式の 磁
気 カ ー ド で , 500円 ､ 1,00 0円 ､ 2,00 0円 ,
3,000円 ､ 5,000円の 券種が ある ｡ 小銭を用意
し たり料金を確認する手間が省けるの で好評
で ある ｡ また ､ カ ー ドはデ ザ イ ン性が 高く ､
収集の 対象と な っ たり ､ オ リ ジナ ル カ ーーー ドを
つ く る こと でギ フ ト商品に もな っ て い る ｡ 平
成12年か ら は関束で も同種 の カ ー ド ｢パ ス ネ
ッ ト｣ の 運用が始ま っ た=,
ス ル ッ とKANSAIは もと もとJR の路線網に
対抗する ため私鉄各社が企画 し た カ ー ドで あ
る ため , 全交通事業社共通の 券種 に 発展する
こと は まず考え られな い が ､ 高岡の よう な状
況 で はJR に とっ ても大い に メ リ ッ トが あるだ
けに ､ 企業間の バ リ ア を越え た取り組み が実
現する可能性は残されて い る ｡ 但 し ､ こ の 場
合､ JR駅 に 新 たに専用の 改札機を取り付けな
ければな らな い ｡
O1)トラ ン ジ ッ ト 〇 ス テ ー シ ョ ン
乗り継 ぎの 利便性を向上させ るた めに は共
通乗車券 などの 経済的連続性だけで なく , 釈
が隣接して い る などの 空間的連続性 ､ そして
発車 ダ イヤ が調整 されて い る など時間的連続
性が 保たれる必 要が ある ｡ 空間的に は で き る
限り隣接 し て乗り換 えられる こ とが望 ま し い
が , 近接だ けで なく ､ 階段 や段差を解消する
図1 5 フラ ン ク フ ル トの トラ ン ジ ッ ト ･ ス テ ー シ ョ
ン ｡ 同 じホ ー ム で トラム と バ ス が乗り換えられる｡
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など建築的整備も必要だ ｡ また ､ どうして も
近接で きない場合は通路を歩くの が楽しく な
るよう な遊歩道を整備 したり ､ 商店が並ぶ小
モ ー ル などを誘致する ｡ 発車の タイ ミ ン グに
つ い て は定時性が 確保される路面電車を基準
と し ､ これに バ ス が合わせ るよう な ダイ ヤ編
成が 求め られる ｡
本数が限 られた駅で はどう しても待ち時間
が発生するが ､ こ の場合は シ ェ ル タ ー の 整備
や コ ン ビ ニ 等商業施設の 誘致 なども含め検討
する ｡
(i)パ ー ク ･ ア ン ド ･ ラ イ ド
他 の 公共交通 へ の 乗り継 ぎと合わせ て ､ 自
動車と の 乗り継ぎも促進す る必要が ある ｡ 自
宅か ら最寄りの 駅まで 自家用車で行き ､ そこ
に 車を停め て か ら公共交通を利用するの が パ
- ク ･ ア ン ド ･ ライ ド★2‖で ある c 都心に 向か
う道路 が渋滞する ､ 旅行距離が長 い ､ 都心 で
駐車すると こ ろが な い と い っ た場合に 有効 な
シ ス テ ム で ある ｡ これらの 駐車場 は無料 , ち
しくは格安の 料金で 提供 される必要が あ る ｡
欧米で は パ ー ク ･ ア ン ド ･ ライ ドは当 たり前
に な っ てきて い るが ､ 中に は商業施設の駐車
場を利用して大拠点を形成すると ころもある ｡
高岡 , 新淳 で の 利用を考 えると パ ー ク ･ ア
ン ド ･ ラ イ ドは馴染み に く い と こ ろがある ｡
周辺 か ら ア ク セ ス した場合 , わぎわぎ万葉線
の 駅に 駐車 しなくて も直接目的地 へ 向か っ た
図1 6 マ ン チ ェ ス タ ー の 駐車場｡ パ ー ク ア ン ドライ
ドを含めた総合的 な計画 が成される ｡
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方が早い場合が多い か らだ｡ 万葉線で想定さ
れるパ ー ク ･ ア ン ド ･ ラ イ ドは買い物 の つ い
で にそこ に車を停め たまま駅前の 文化教室 に
行くケ ー スや 遠方 へ 何日か出張する時に駐車
料金を節約する ため最寄りの 駅付近に駐車す
ると い うケ ー ス で あろう o それほど大きな需
要が 見込め な い の で ､ 新たに 専用の駐車場を
建設するより既存の 施設を活用する しくみを
検討した い o 米島の ピカ デリ ー や バ ロ ー ､ 汀
尻 の ジャ ス コ ､ 高岡サテ ィ , 計画される新駅
付近の シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー などとも協調 し
たサ - ビ ス を提供 し た い o
観光系の パ ー ク ･ ア ン ド ･ ラ イ ドと して は
新涼の 海王丸パ ー ク ､ 新涼の 道の 駅 ､ 建設が
計画 されて い る高岡イ ン タ ー 付近 の 道の 駅 ､
瑞龍寺 などと市街地を結ぶ シ ャ トル 便も検討
課題と なる ｡
G)駐車場の 整備
公共交通の 利用促進が大前提で あるが ､ 全
てをそれ でまか なう こ と はで きな い ｡ 自動車
に は自動車の 特性があり , まちに と っ て は両
者の バ ラ ン ス がほ どよく保たれる こ とが肝要
である ｡ L 打rの 導入 に よ っ て 中心市街地を活
性化 したポ ー トラ ン ドで も､ 公共交通と並 ん
で駐車場の 整備に も力を入れて い る ｡ こ こ で
重要な こ と はまち全体と して の 人口 流入 量を
見込み , そ の中で 単に よる ア ク セ ス 量を見積
もる こと だ ｡.
図1 7 坂下町 の朝市オ ー プ ニ ン ク に 殺 到した車で渋
滞する御旅屋駐車場前｡
高岡駅北周辺約33haの エ リア には平成10年
5月現在 で1,872台の 時間貸し駐車場が あ る ｡
高岡市で は平成22年 (2010) ま で に新た に約
2,500台を加 え る計画 で あ る o '21こ の 中に は
JR高岡駅に隣接する高岡市営中央駐車場の 約
750台分が含まれる ｡ 駅前に は生涯学習セ ン
タ ー を核と する複合施設 が 計画されて い る
が ､ こ の 計画とも調整を図りなが ら整備する
必要がある ｡
高岡の 中心市街地 は約400年前の 高岡築城
の 際に形作られ ､ 古城公園をは じめ基本的な
枠組み は当時の ままで ある ｡ 現状 の 道路体系
で受け入 れられる交通量 は決 して大き い もの
で はなく , で きる限り分散し た駐車場配置が
求め られる ,｡
a()パ ー キ ン グメ ー タ ー
商店 へ の ちょ っ と した買 い物利用に パ ー キ
ン グメ ー タ ー は有効 な駐車ス ペ ー ス で あ る o
末広通り でもパ - ヰ ン グ メ - タ - 設置の要望
が出されて い るが ､ 実際に は路地 か ら の出入
りも多く ､ それほ ど多く の駐車ス ペ ー ス は確
保で きな い c 後述する トラ ン ジ ッ トモ ー ル の
計画の 中で ､ 障害者や高齢者専用の ス ペ ー ス
と して 検討 した い ｡
0)バ イ ク ･ ア ン ド 5 ラ イ ド
公共交通を補助する移動手段と して自転車
を活用するの が バ イ ク ･ ア ン ド ･ ライ ドで あ
図1 8 欧米で は 自転車を車両 内に持ち込 める路線が
多 い ｡ 写真は ア ム ス テ ル ダ ム ｡
万姫線再生計画案 il)
'
比 主体 の 新会社がr,l 指すべ き事菜計画を考える
る ｡ 公共交通と自転車が乗り継 ぎし易い よう
に ､ 駐輪場の 設置 ､ 自転車の 運搬などの サ ー
ビ ス を提供する ｡ 駅に 併設し た自転車置き場
は日本 で もおなじみ の 光景で あるが , 欧米で
は 日本ほ ど駅 に 自転車が溢れる こ とが な い ｡
絶対量が 少な い と い う こと もあるが , 電車に
一 緒に乗り込む こ とが で きる こ とも駅の 駐輪
車を減少させ る要因に な っ てい る ｡ 各車両に
は自転車を置ける ス ペ ー ス や固定具が用意さ
れる o また バ ス で は フ ロ ン トに専用の キ ャ リ
ア を搭載し , 2台程度をの せ る こ と が で きる ｡
料金は通常料金と同 じで ある ｡ 万葉線の 現行
車両 で の 車内持ち込み は難 し い が ､ 専用の キ
ャ リ ア取付は十分可能である ｡
バ イ ク ア ン ドラ イ ド施設 につ い て は米島口
駅 ､ 海王丸駅 で の 設置が考 えられる ｡ 前者は
高岡短大をは じめ県営 プ ー ル ､ 万葉歴史館な
どを含め た伏木散策に , 後者は海王丸パ ー ク
および内川散策の 拠点と なり , レ ン タ サイ ク
ル などの 提供が考え られる ｡
(m)モ ビリテ ィ o レ ン タ ル
平成12年 (200)5月3日､ ラ ク ダ高岡で は
｢軽快都市宣言 まちを楽 しむ タ ウ ン モ ビリ
テ ィ｣と い うまちづくりイ ベ ン トを開催した ｡
従来か ら実施されて い る ｢た か まちまつ り獅
子舞大競演会｣ で末広通り 一 体が歩行者天国
に なる こ とを利用し , 様 々 な移動機器が実際
に体験 で きるコ ー ナ ー を設 けた c, 車椅子か ら
図1 9 車椅子をは じめ ､ 都市内で移動するための 機
器 を集め ､ 体験した ｢軽快都市宣言｣｡
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マ ン ウ ンテ ン パ イ クま で , 障害者 だけで なく
人 が まち を快適 に移動 で きる機器 を揃 え た
が ､ 中で も人気が高 か っ たの が電動式の4輪
ス ク ー タ ー で あ っ た ｡ 1回の 充電 で約5時間の
走行が で き , 免許も不要な こと か ら高齢者に
よく利用されて い る ｡ こうし た機器が中心市
街地 で 気軽に 利用で きるサ ー ビ ス が提供 され
れば ､ 来街者 の 行動範囲 も拡大するだ ろう ｡
レ ン タ ル に よる使用 ､ 自家用車の 預か り , 特
定の グル ー プで の 共用シ ス テ ム など様々 な導
入 方法が考えら れる ｡
シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ - で電動 ス ク ー タ ー を
貸し出す ｢シ ョ ッ プモ ビル テ イ ★2Z｣ は昭和54
午 (1979) にイ ギリス の ミ ル トン キ ー ン ズ ･
ニ ュ
ー タ ウ ン で導入 され ､ 平成1 1年 (1999)
に は 同国で270を越 える事業所が導入 して い
る ｡ 日本で は ｢中国 ･ 地域づくり交流会｣ が
｢タウ ン モ ビリ テ ィ 楽会｣を結成 し , 平成8年､
建設省と共に広島市で 大規模な社会実験を行
っ て い る c ま た ､ ス ー パ - ･ ダイ エ ー で は平
成4年 (1992) に 全店 で バ リ ア フ リ ー に 関す
る調査を実施するなど高齢者対策に 積極的な
姿勢をみ せて い るが , シ ョ ッ プモ ビリ テ ィ に
つ い ても ､ 平成12年11月に開店 した千葉長沼
店 で買 い物 ワ ゴ ン付き電動カ ー トを常設して
い る ｡
図2 0 ダイ エ ー 千葉長沼店で貸出を実施して い る
買 い 物 か ご付電動 ス ク ー タ ー ｡
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(n) ス ク ー ル ･ パ ス と コ ミ ュ ニ テ ィ 〇 ノミス
米国 ･ シ ア トル で は ワ シ ン トン 大学が ｢U
パ ス ★L'三…｣ と呼ばれる特典付き パ スを導入 し効
果を上げて い る ｡ こ れは教職員が 月額900円
ほ ど ､ 学生は7 0円ほ どで メ ト ロ が 運営す る
バ ス を自由に 利 用で きる と い う制度 で ある ｡
車が 必要な際は特別に同意された車を格安で
利用する こと もで きる ｡ 参加率は74%に もの
ぼり ､ こ れに より バ ス 利用が35 %も伸びた ｡
万葉禄沿線に は高岡短期大学をは じめ新涼高
校 な ど万 葉線 によ る通学 が便利 な 学校が あ
る (- こ う し た旅寄に 対 して 通常 の 定期券を越
え たサ - ビ ス を提供で きる｢ス ク ー ル ｡ パ ス｣
を設定 した い ｡
例 えば新涼高校 の 場合 , 全 日制7 15名の 生
徒の 内 , 電車通学者 は約100名 で ある o 仮に
5,000円の 通学定期を購入す ると , そ こ か ら
の収入 は月額50万円で ある ⊂) ニれを全生徒で
分担すると 一 人当たりは700円 であ る ｡ 想定
して い る新涼 - 高岡間の 運賃が 片道35 0円で
ある か ら ､ 1往復分の 費用 で 乗り放題と な れ
ば , 通学に使わない 学生に も充分に魅力的で あ
ろう ｡ノ さらに ス ク ー ル ･ パ ス の 所持者に対 して ,
商店の 割引特典等が加われば1,(X カ円でも高くな
い ｡ こう した魅力付けが できれば差 し引き1人
300円分, 月書紀14,5α)円が増収となる ｡.
万葉線沿線 には日本重化学工 業 ､ 中越 パ ル
プ､ 日本ゼ オ ン , 日本曹達など大型の 工 場が
立地する ｡つ 環境問題か ら これらの 企業に と っ
て , 従業員の マ イ カ ー 通勤の 抑制は大きな課
題と なる (:, 企業の 乗車券共同購入.､ 定期券補
助金支給などの制度が取り入 れられると マ イ
カ ー か ら の 転換も促進される だろ う ｡ また ､
停留所 か ら距離がある場合は , 数社が 共同 で
コ ミ ュ ニ テ ィ バ スを運行する こ とも考 えられ
る .｡ 第 一 対象は従業員だが ､ 近隣の 住民 に も
利 用 し て も ら えば地域貢献に も繋が る だろ
う.｡ こ こ でも い くつ か の 特典制度の 導入 が想
定 されるが ､ これらを総括す る ｢コ ミ ュ ニ テ
ィ ･ パ ス｣ を設定 し た い ｡.
(o) 非接触ICカ ー ド
様 々 なサ ー ビ ス を個別 に提供する場合 ､ 利
用者の 属性 が問題になる ｡ 例えばコ ミ ュ ニ テ
ィ ･ パ ス を所有 して い て , さらに 高齢者割引
を受け られる対象者 であ ると い っ た褐数の 属
性を持 つ 場合で ある ｡ また ､ サ ー ビ スを受け
る都度 , 精算 しなくて は なら なければ面倒 で
ある ｡ 手軽で ､ 多彩な利用に対応する ため は
多機能型カ ー ドが不可欠だ`,
こ れまで の 自動改札対応の 乗車券や定期券
は磁気記録方式を採用 して い た ｢ こ れに 対し
てICカ ー ドは基盤に デ ジ タ ル 信号を記録する
もの で あり ､ 今ま で 以上に 大容量の デ ー タ処
理が可能で ある Ll さら に非接触ICカ - ドに な
ると改札機を通さ なくて もか ぎすだ けで読み
と りが 可能 で ､ 交通機関の 定期券利 用に適 し
て い る o 香港 の地下鉄や ソ ウ ル の バ ス です で
に 実用化されて おり ､ 日本で もJR東日本や都
営地下鉄 で導入実験を行 っ て い る ｡ 大容量の
記録が で きる特性を活か し シ ョ ッ ビ ン グ や各
種会員カ - ドと の 併用も考えられる ｡ 単なる
乗車券を越え電子 マ ネ ー と して も機能するよ
うな汎用電子乗車券 ★L'4に つ い て は関係機関等
で の 調整作業が行われて おり ､ 近 い 将来 日常
的に 使われる こ とが予測 される ｡
図2 1 渋谷 を走 る コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ｢東急トラ ン セ｣
が導入して い るICカー ド型定期券の 感知器 ｡
)J
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カ ー ドによ る決済シ ス テ ム として は銀行の
キ ャ ッ シ ュ カ ー ドを ベ ー ス と し たデ ビ ッ トカ
ー ド★ごI
r
)もあるが ､ こちら は利用時に読み 取り
機械が電 話回線 に接続 されて い る必 要 が あ
り ､ 万葉楳の 車内利用に は向か な い ｡
3.1.3 安全性
(a)軌道内侵入禁止
万葉線 が廃線に なら なか っ た要因の ひ と つ
に 自動車の 軌道内侵入を拒否す る こと で定時
性が確保 で き た こと が上げられる ｡ こ の こ と
は ま た安全性 に お い て も大 い に 貢献 し て い
る o 豊橋市で は架線 をセ ン タ ー ポ ー ル 方式
(図2 2) と し ､ 軌道中央部に そ の 基礎部が設
置 されたため , 自動車の 進入が完全に 排除さ
れ安全性が向上 した ｡ また ､ 減速する回数が
減り運行速度の 向上に も繋が っ て い る ｡
右折 侵入 がある交差点で は , あら か じめ注
意を呼び か け る 標識 や路 面舗装色変更 ( 図
2 3), 電車の 近接信号設置 などが必 要 だ｡ 市
内の 運転手 はもと より , 増加を期待 した い 観
光者向 け安全対策で ある ｡ 自動車教習所や運
転講習会で も路面電車優先 を繰り返し指導す
るように してもら い た い ｡
図2 2 豊橋で導入 され る セ ン タ ー ポ ー ル 方式 ｡ 景観
上 もす っ き りと した印象を与える こと ができ る｡
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(b)安全帯の確保
待機 ･ 乗降に関して は路面電車は車路を横
断する の で 特に安全性の 確保が重要 であ る ｡
中で も片原町のよう に 安全帯が設置されて い
な い 電停 で は ､ 注意信号の 設置 , 舗装色の 変
質 , 夜間照明の 設置等の 対策が必要で ある ｡
加 えて安全帯と歩道を段差無く結ぶ バ ン プ
型横断歩道 (図24､ 25) も有効な安全対策 で
ある ｡ 車路がそ こ だ け盛り上が るの で 車は必
ず減速 しなければなら い ｡ 欧米で はすで に学
校付近の 車路 で取り入れられて い る方法で あ
る ｡ ドライ バ ー か らは苦情 が出るか もしれな
い が , これまで の 車優先←→ 辺倒を歩行者優先
に 転換する手が か りに なれば い い だろう ｡ ド
ライ バ ー の マ ナ ー が非常に 低下 して おり ､ 横
断歩道で は徐行 し ､ 人が い れば停車すると い
う基本的 ル ー ル が守 られて い な い ｡ 段差解消
に よ っ て 車椅子も無理 なく通行が で きる o
よく安全帯を含め万葉嫁 が無くなれば渋滞
が 解消すると い う声が聞か れる ｡ だが ､ 例え
ば広小路交差点を例に と っ て も軌道が なく な
っ て 江尻側か ら の 交通量が増加 した分 ､ その
先の15 6号線 で より車の 集中が起き , こ れま
で以上に 深刻な渋滞が 発生する こと が予測さ
れる o 安全帯は車の 走行速度を減速させ ､ ま
た車の 流入量をコ ン ト ロ ー ル して おり交通需
要 マ ネ ー ジ メ ン ト ★26上 の 優れた施設 であ る .
欧米で は わぎわぎ費用を出して 障害物を設け
て い るほどで ある ｡
図23 岡山市の電停 ｡ 安全帯を設ける余裕がな い た
め ､ 路面 の色を変 え ､ 運 転者 へ の 注意 を促す｡
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図24 バ ン プ型横断歩道の 設置
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改善案 :歩道と安全帯を バ ン プ で 結 ぶ こ と で
車は徐行せ ざる負えなく なり ､ 段差も解消 で きる ｡
(c)片側集約方式の 軌道
歩行者の 安全 な乗降を考 えるな ら道路中央
を走る軌道をどちら か の 歩道側 へ 寄せ た片側
集約方式が望ましく ､ すで に マ ン チ ェ ス タ ー
★ . .ご7 (図2 7) など で導入 されその 効果を実証
して い る ｡ 日本で は こ れま で道路中央を原則
と して きたが ､ 国土交通省で は路面電車を こ
れか ら の 高齢社会を考えた上で 重要な都市装
置と して位置づ けて おり ､ 片側集約方式 の採
用も検討されるようにな っ て きて い る ｡ 岡山
の 市内線で もすで に片側集約方式の プラ ンが
作成 されて い る ｡
高岡で は末広通りに導入 する こ と で ト ラ ン
ジ ッ トモ ー ル 化する こ とが できる o ( 図26)
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(d)安全運転
新型車両は実になめ ら か に発車するが ､ 言
うま で もなく発車は乗客が着座もしくは手す
りなどを持つ まで待 たなければな らな い ｡ 熊
本の 路面電車で は運転手が小型 マ イ ク を装着
し ､ 停車や揺れをあらか じめ ア ナ ウ ン ス して
く れるが ( 図29), 平成1 1年の 調査 で は ｢公
共交通 に望 むもの｣ と い う間に対 し ｢運転手
の 対応の 良 さ｣ が56.2 % と2番 目に高 い 数字
を示 した G (1位 は低料金で58.2%) ★2H万葉線
で も こ うし たきめ細 か い 配慮が で きるよう運
転手教育を しなければなら な い ｡
3.1.4快適性
(a)路盤整備
万葉線 に 対する 不満 で よく 聞か れる声 が ､
(1) 揺れが激 しく乗り心地が 悪 い , (2) 騒音
が う るさく話 が で きな い ､ (3) ク ー ラ ー が な
く夏暑 い の3点で ある ｡ これを解消す るに は
路盤整備と新型車両の 導入が急務に なる ｡ 万
葉線 で は平成7年より近代化補助 を受け路盤
を改修 し てき た ｡ 8号線江尻交差点付近な ど
コ ン ク T) - ト で舗装された部分がそうである
が ､ こ こを走 ると明ら か に振動が減り , 騒音
も減少する こと がわか る ｡ 近年は路盤整備に
関して様々 な才支術開発が行われて おり ､ グル
ノ ー ブ ル で は レ ー ル の ま わりや路盤と路床 の
間に 樹脂材 を充填する こ と で防音 ･ 防震の 効
果を得 て い る ｡
図2 8 熊本の 運転手は 小型 マ イ ク付 け ｢右へ まが り
ます｣ な どとて い ね い に ア ナウ ン ス し て くれる｡
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O) 低床式車両の 導入
I R rと呼ばれ る新型路面電車シ ス テム で活
躍する の がL RVと呼ばれ る低床式車両 で あ
る ｡ 既設の 路面電車の電 停は20- 30c mの 高
さがある が ､ 低床式車両の 床面は これと同 じ
高 さに なるように設計されてい る ｡ 開発当初
は出入 り口 付近の 部分的 な低床式 で あ っ た
が ､ 機器類を天井上に 設置する などして現在
は100%低床と言われる車両も登場 して い る ｡
電停との 段差がな い の で 当然乗り降りが し易
い
｡ 日本では熊本 (図30) と広島ですで に導
入 されて い る が , 平成10年 (1998) 熊本で は
車椅子の 利用者が 多い 月 で50人以上が利用 し
て おり導入 効果を上げて い る ｡
低床式車両 は冷房装置を完備 , 座りやす い
椅子や大きな窓が取り付けられ ､ 快適か つ 清
潔感の ある車両で ある ｡ しか し ､ 国内の 開発
が 遅れた こ と もあり , 現在は輸入 車両 で 約2
億円と高価で ある ｡ 世界的 に需要が伸びて い
る こと か ら徐々 に 値下が りして おり , また国
内 で 開発する メ ー カ ー も出て き た こ と か ら1
倍数千万円程度で 購入で きる の で はと言われ
て い る ｡ 低床式車両の購入 にあ た っ て は国の
補助が受けられる ｡
(c)停留所設備
停留所は乗降場所 だけ で なく待ち合わせ ス
ペ ー ス で もある ｡ 高岡駅前 で は大型の 上屋が ､
米烏口 などに は囲 い 型待合所がある が , い ず
図3 0 熊本の低床式車両 ｡ 安全帯か ら段差な しで乗
り込 む ことが できる ｡
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図31 マ ン チ ェ ス タ ー の 停留所設備｡ シ ェ ル タ ー か
ら ベ ン チ ､ 電話ボ ッ ク ス までし っ か りデザイ ン され
て い る ｡ 鋳物 や ア ル ミなど高岡 の地場産業を取 り込
んで魅力的な施設と した い ｡
図3 2 界隈 の ラ ン ド ー マ ー クと した ハ ー ノ ー バ ーの
ア ー トプ ロ ジ ェ ク ト｡
れも老朽化して い る ｡ 地場の ア ル ミ産業の シ
ョ
ー ケ ー ス ともなる の で これら企業の 積極的
な介入 を求め整備を進め た い ｡ 地域の ラ ン ド
マ ー ク に 位置づ け , パ ブリ ッ ク ア ー ト '2" ( 図
32) と して整備する手法もある ｡
停留所の 維持 に 関 して は地域住民の 協力を
仰ぎ､ 管理業務を代行 して くれ た住民 には乗
車券を提供する などの 制度を設け た い c
停留所は 身近 な生活拠点 で あり ､ 平成7年
(19 95) 阪神大震災が 発生 した暗 も ､ ′iス 停
に 飲料水や毛布の 入手先 ､ 安否の 情報 が掲載
された ｡ 防災拠点と して 最新 の情報端末など
も備え た整備が求められる こ
(d)情報戦略
万葉線に 乗車すると運転台と の 仕切り板に
運賃表が掲 げられて い るが , こ れが車内に お
ける万葉線の 唯一-I- の情報 であ る ｡ し か し , 辛
内に は最低限 ､ 停車駅案内 ､ 乗り継ぎ交通案
内が必要で あり ､ 観光目的に 対応 した停車駅
案内なども必要 である ｡ ( 図33)
高岡駅前や 坂下町に は電車接近表示 が取り
付けられて い るが ､ 停留所だけ で なく市役所
や病院 ､ 商業施設などに も接近表示を設置し ,
効率的な利用が で きる環境を整え る必要があ
る u これらの リ ア ル タ イ ム 情報は バ ス をは じ
め他の 交通と の 乗換促進を考 える上 で必要不
可欠に なる ｡ 万葉線 だけ で なく , 地域の 総合
的な交通情報提供シ ス テ ム が構築 されな けれ
図3 3 駅名､ ゾ ー ン 分け ､ 乗換など の情報が集 約さ
れた車内サイ ン ｡ ド ッ ク ス ラ ン ド レ イ ル ウ ェ イ ｡
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ばな らな い o
乗車情報に 加え利用を促進する情報 ､ さ ら
に は コ ミ ュ ニ テ ィ 情報 などの提供も必要 で あ
る o 特に 沿線の 魅力を高め るような キ ャ ン ペ
ー ン広告や 企業と タ イ ア ッ プ した広告展開に
力を入 れる必要がある ｡ 万葉線独自の タ ウ ン
誌の 発行 , それをベ ー ス に し たホ ー ム ペ ー ジ
の 開設に よ っ て ､ 沿線情報 , イ ベ ン ト情報な
どを掲載 ､ 利用者が相互に 情報交接で き る掲
示板 な ど も設置す る ｡ こ れ ら の 情報 に はi-
m ode ★ ,
1
,H7)､ ら の ア ク セ ス も設定 し , 外と11先 か
ら も情報を取り込め るように 配慮する o 当然 ,
こ れら か ら は広告収 入が得られる ｡,
(e)車両広告
人の 集ま る交通機関で の 広告掲載は宣伝効
果が高 い 広告蝶体と して 定着して い る ｡ 交通
広告 に は駅貼り ポ ス タ ー ､ 中吊りポ ス タ ー ,
車体広告 などがある ｡ 都 バ ス で 一 躍注目を集
め た車両全体を広告 で 覆う ラ ッ ピ ン グ広告
(図34) は宣伝効果が高 い だ けで なく ､ デ ザ
イ ン次第で 地域の 個性を演出する メ デ ィ ア に
もなる ｡ 例えば新湧 の寿司屋街が協同 して 寿
司電車を走 らせ るの も - 案 である ｡ 外装 で新
涼を強く印象づ け , 更に 車内に は 各寿司店 の
広告を掲載すれば ､ 相乗効果も上が り ､ それ
に よる収入を上げる こ とが できる ｡ 単に有名
ス ポ ン サ ー の 広告を入 れ る と い う の で は な
く ､ 地域ら し い企画を立案 した い ｡
図3 4 話題 の 都 バ ス の ラ ッ ピ ン ク広 告｡ 厳し い経営
状況 に あ っ て重要な収入源 とな っ て い る｡
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(i) ノ ベ リテ ィ グ ッ ズの 販売
書店の 雑誌 コ ー ナ ー に 必ず鉄道関係の 雑誌
が並 べ られるよう に ､ 全国には根強い 路面電
車フ ア ンが い る ｡ き っ ぷや絵は がき ､ 模型な
どは定番の 商品と して安定 し た売上が ある ｡
イギリ ス の ロ ン ドン ･ ト ラ ン ス ポ - 卜★二う1で は
キ ャ ッ プ､ Tシ ャ ツ ､ 文具製品か ら路線図を
図柄に し た傘や ス カ ー フ ま で ある ( 図35)0
これらは鉄道 フ ァ ンだけで なく ロ ン ドン観光
の お土産と して も親 しまれて い る ｡, 高岡の地
場産業を活 か し た鋼製キ ー ホ ル ダ ー や ネク タ
イ ピ ンなども関連商品と して 販売で きる だろ
う ｡ こ こ で も単に 万葉線の キ ー ホ ル ダ ー を つ
くる の で は なく , 全国20路線の キ ー ホ ル ダ ー
を作成 し ､ セ ッ トで 販売 したり , ある い はそ
れぞれが走る 街で も販売して もらうよう なし
くみを考 える べ きである ｡,
也)路面電車博物館の 建設
路面電車は都市交通 だけで なく地域が華や
い だ歴史を語 るもの で ある ｡ 米島車庫を単な
る車庫に留めず, こ う した歴史的設備を展示
す る路面電車博物館 に する こ と を提案 し た
い ｡ 全国 か ら廃線に な っ て しま っ た車両やそ
の 部品 , 信号機や行き先表示 などを収集 し販
売し たり ､ 運転体験 が で きる コ ー ナ ー を つ く
る こ と で ､ 新 たな名所と して観光 ル ー ト に 組
み込む こ と もで きるだろう｡
図3 5 マ ー クや路線図を丁シ ャ ツ他 の ノ ベ リ テ イ ク
ッ ズ に す る ロ ン ドン ･ トラ ン ス ポ ー ト｡
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3.2 ますます進展 する高齢社会の もとでの
福祉の維持向上
3.2.1 外出横会の効用
平成11年度10月1日の 総務庁人 口推計で65
歳以上の 高齢者 は約2,186万人 , 総人 口 の6人
に1人 (16.7%) とな っ て い る ｡ こ の 割合は
年々増加 して おり ､ 国立社会保障 ･ 人口 問題
研究所の 推計によると平成27年 (2015) に は
3
,
188万人 (25.2%) と な っ て ､ 国民の4人に1
人が高歯緒 になると予測されて い る｡ 富山県で
は平成11年度10月1-日の調査 ですでに203 % とな
っ て おり､ 全国平均を上回る勢い で高齢化が進
ん で い る｡ それ故､ 高歯緒 に と っ て住みやすい
環境を整えることが急務とな っ て い るが ､ 大根
1本購入するの にわぎわぎタ ク シ ー を呼ばなけ
ればならないというのが現状である｡
近年は設備の 整 っ た高齢者施設が用意 され
るように な っ て い るが ､ 本音はや はり自宅 で
過ご した い 人が ほと んどで あろう ｡ 平成11年
11月に 総務庁が行 っ た調査 で も将来介護を受
けた い 場所に 自宅を選ん だ夫婦世帯が52 % と
過半数を占め て い る ｡ 逆に 施設を選ん だ人は
｢家族に迷惑をか けたくな い｣ をそ の理 由に
上 げて おり ､ 自活できる生活環境を提供する
こと が , 最 も望まれて い る高齢者対策と言え
るだろう ｡
買い 物は日常の 必要なもの を得 るた め の行
為で ある が ､ 同時にそれ は楽しみ で もあ る ｡
ウイ ン ド - シ ョ ッ ピ ン グや 人との 出会い は健
図3 6 気軽に 出 か けられるまちは高齢者の心身をリ
フ レ ッ シ ュ さ せ る｡ 池之端 ｡
康な精神と 肉体を維持す る重要な 行動で あ
る ｡ 平成12年11月3日か ら59日間 ､ 高岡市で
は コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 試験走 行が 行われ た
が ､ その 利用者 ア ン ケ ー ト ★32で も ｢わぎわぎ
車で送 っ てもらわなく てもい い｣ と い う こと
が精神的負担を軽減させ ､ 出か ける気持ちに
繋が っ て い る こ とが報告されて い る ｡ 気軽に
で か けられる足の 確保は ､ 高齢者の 日々 の 楽
しみ に直結する もの であり ､ 外出が生み出す
効果を再評価すべ きで ある ｡
3.2.2バ リアフ リ ー ヘ の 対応
バ リ ア フ リ ー とは例えば歩道か ら建物入 口
ヘ の段差を解消する こ とで 障害者や 高齢者 に
も使い や すくしようと い う考え方 で ある ｡ 日
本で は昭和50年代後半より鉄道駅や 病院など
公的な施設 で積極 的に導入 されるようにな っ
た ｡ 平成6年 (1994) には バ リ ア フ リ ー を促
進する ための 基準と して ハ ー ト ビル 法★33が施
行され ､ 富山県に お い て は平成8年 ､ 同法を
さら に充実させ た富山県民福祉条例 が施行さ
れた ｡ 平成12年度富山県の 予算か ら は公共施
設等の バ リ ア フ リ ー 化に対 して4億2,500万円
が 計上された ｡
高齢者 に と っ て 路面電車は慣れ親 しん だ交
通機関と いう安心感がまずある ｡ さらに バ ス
と比較すると発進 ･ 停車が おだや か で ､ 速度
も低速である点がや さし い 交通手段と して歓
迎 されて い る o 低床式車両 が導入 される と ､
図3 7 欧米 で は公共施設の バリ ア フ リ ー 化 が進み ､
車椅子旅客を日常的 に 見 か ける o フ ラ ン ク フ ル ト｡
万楚線再生計画案 市民主体 の 新会社がLl指す べ き-!ii菜計画を考え る
乗り降りが楽になる の で バ リ ア フ リ ー に対応
し た交通手段 と して機能するだろう ｡ しか し ､
低床式車両を活用する ため に は , 停留所や歩
道 ､ 各建物の 入 口 など町の あら ゆる要素 が バ
リ ア フ リ ー に対応する こ とが求め られる｡
バ リ ア フ リ ー を全面的に取り入 れ た町並
み再開発に つ い て は彦根市の 夢キ ャ ッ ス ル ロ
ー ド ( 図39) が参考になる ｡ 車道と歩道は も
ちろん 各店舗の 入口 段差もすべ て解消されて
い る ｡ バ リア フ リ ー は車椅子利用者や高齢者
だ けで なく ､ あらゆ る人に と っ て も住み 易い
環境を提供する もの である ｡
3.2.3 柔軟な予算編成
平成11年6月新 しく な っ た高岡市民病院に
は総事業 費約2 10億 円が 投じられて い る ｡ 段
差の 解消, 手すりの 設置 など バ リ ア フ リ ー 化
が 成されて い るが ､ こ れら の設備も病院 ヘ ア
プロ - チ で き なければ絵に 描 い た餅であ る ｡
市民病院の 目的は高齢者を初めとす る市民 へ
の 充実 した医療サ ー ビ ス の提供に あり ､ その
ために必要な こ とを総合的に 据 える必要があ
る ｡ わ ぎわぎ病院専用の 送迎を実施すれば無
駄 も多 い ｡ 公共交通を医療に 欠く こと の で き
な い施設と位置づ け ､ 停留所 まで の歩道整備
に高齢者対策の 予算が適用 できる柔軟さが求
め られる ｡
ポ ー ト ラ ン ドで は計画されて い た高速道路
の 建設計画を破棄 し ､ その 予算 でLR Tな らび
図3 8 彦根市の 夢キ ャ ッ ス ル ロー ド｡ 車道 か ら歩道､
お店の 入 口ま で の段差が解消さ れて い る ｡
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に公園を建設した ｡ 国土交通省で は特定財源
の振 り替え利用を基本的に 認 めて い な い が ､
論議 が行われて おり将来的に は転用の 可能性
もある ｡ 予算出所が違う別 プロ ジ ェ ク ト であ
っ て も､ 少なくと も運用側 の連絡を密にする
こ と で ､ 効果的な事業計画に しなければなら
な い ｡
3.2.4 交通権
高岡市の 運転免許保持者数は平成11年度で
10万 人余り ､ 市民全体の 約60 %で あ る ｡ 1世
帯 当たり の 自家用車保有台数も1.6台 ★34と 高
い 数字を示 し て い る が ､ 免許を持 た な い 人 ､
あ る い は運転 できな い 状況に ある人も大勢い
る ｡ 車の 生活に慣れて しまう と ､ こ れら の
人 々 の お か れて い る状況 が見 え に くく な る
が , 車を持た な い 人も等しく行政サ ー ビ ス を
受け , 快適な社会生活を送る権利がある ｡ そ
れが ｢交通権★35｣ である ｡
新湊市民の 声に ｢昔 は富山まで50分で 行け
たの が ､ 今は倍 の1時間40分もか か る ｡ これ
で はおちおち習 い 事もで きな い｣ と い うもの
がある ｡ 時代が新 しくな ると通常は便利 に な
るもの だが ､ 公共交通に関 して は不便に なる
一 方 である ｡
図3 9 除雪されな い 歩道. 水しぶ きを浴び せ る車.
歩行者 の 人権 が無視さ れ る冬 の 高岡 ｡
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3.2.5 上下分離方式
交通の 目的は移動する こと に ある ｡ 車を利
用する人にと っ ての 道は電車を利用する人の
軌道と同じで ある ｡ しか し ､ 一 方は税金 で ま
か なわれるの に対 し ､ 軌道は電鉄事業者が負
担して おり ､ 最終的に は利用者負担と な る ｡
同じ経路 でありなが ら ､ 費用負担に 差がある
の は不公平 で ある ｡
万葉線利用者は マ イ カ ー を購入す る代わり
に 共同で 車両を購入 し , 運転士を雇用 して い
るよう なもの である () つ まり ､ 軌道は道路と
同じよう に 公的に 整備し , 車両およびその 運
行に つ い て利用者が負担する と い う考え方が
成立す る o こ れが ｢~上下分離方式｣ であ る o
新幹線 の 軌道が 鉄建 公団 ★:
'
,6に よ っ て 建設 さ
れ ､ JRは運行だけを担当する の も同じ考 え~方
で ､ オ ラ ン ダや イギリ ス 国鉄の民営化 ★‥i7に あ
た っ て も上下分離方式が採用された ｡
車を利用 し な い 人 の 交通権を確保する た
め ､ その イ ン フ ラに 当 たる軌道整備に つ い て
は 上下分離を適 用 し ､ 土木費か ら の 予算計上
も検討す べ き である ｡
図4 0 C O2 の 排出量と総 量抑制対 策
3.3 地域や地球規模での 環境改善
3.3.1 地域としての姿勢の主弓長
平成4年 (1992) リ オ デ ジ ャ ネイ ロ で 開催
された地球サ ミ ッ トや平成9年 (1997) の 地
球温暖化防止京都会議 などを通 して 地球環境
問題 は い よ い よ待 っ た な しの 対応を迫られる
よう に な っ た ｡
地球環境に関わる問題に は地球温暖化 ､ オ
ゾ ン 層の 破壊, 酸性雨 ､ 森林破壊 ､ 砂漠化 ､
海洋汚染 ､ 廃棄物 , 野生動物保護 ､ 公害 ､ 大
気汚染 , 資源枯渇など様々 な問題があ る｡
日本で は平成5年 (1993) それま で の 公害
対策基本法 ( 昭和4 2年) や自然環境保全法
( 昭和47年) を基礎に 環境基本法が施行 され
た ｡ 廃棄物処理法 (昭和4 5年)､ 容器包装リ
サ イ ク ル 法 (平成9年) が 施行され ､ 平成13
年4月 か ら は特定家庭 用機器再商 品化法 (衣
電リ サ イ ク ル 法) が施行された ｡
全B]的な基準整備が進ん で い るが ､ 富山県
は立山や富山湾の 豊 か な恵 を甘受 して い る o
こ の 自然が将来に わた っ て良好 に維持 で きる
よう ､ 全国 一 律の数字を達成するだけ で なく ､
他の 都市に増 して厳しい 目標を設定 し ､ 環境
問題 に積極的に取り組まなければなら な い ｡
(左) 旅客輸送機関別l 人 I km 走行あたりの C O2 排出 量 ( 単位g/ 人 kg)
( 右) 自家用乗 用車の 利用を減らすことによる C O 2削減の 効果測定 ｡ 車だけ の 場合を 1 0 0とす ると ､
バ ス ､ 鉄道と併用した場合は5 1と 4 9% も削減できる ｡
土 井靖範 ｢ひと ･ ま ち ･ 交通｣ つ むぎ出版 (1 9 9 9) p 8 1を引用し作 図
万乗線再生計画案 -[f)
-
民I7i体 の 新会社が目指す べ き事果計画を考え る
3.3.2 大気汚染
交通が 関わる環境問題で まず取り上げなけ
ればな らな い の がC O2による大気汚染★‥iパであ
る ｡ 二 酸化炭素排出の 主 な要因に 自動車か ら
の 排気ガ ス がある ｡ 日本 の排 ガス 基準は世界
的に 見て も高 い 水準 であ るが ､ 電車と比較す
る と約1 0倍の C O2を排 出 して い る ｡ ( 図40)
車の 乗車定員は大型の ワ ンボ ッ ク ス で も7､ 8
人 で あ る が ､ バ ス は1時間 当 た り2,5 00人 ､
LR T は1 4
,000人 ､ 地下鉄 は64,000人の 輸送能
力 ★‥うfが ある ｡ 公共交通を利用する こと は大気
汚染の 原因と なるC O2を減少させ る上で大き
な効果がある o
3.3.3 廃棄物処理問題
日本自動車工 業界で は平成6年 (1994) か
ら環境部会に お い て平均的な自動車の 耐用年
数を研究 し た結果 ､ 排出量200c cク ラ ス の ガ
ソ リ ン 自動車 で 生 涯走 行距 離は9 4,1 0 0km ､
耐用年数は9.29年と算出 した ｡ 万葉線の 現行
車両は昭和43年 (1968) ご ろに つ く られたも
の で あり､ す で に30年以上使われて い る ｡ つ
まり こ の 間ず っ と廃棄物を出して い ない こ と
に なる r) 万葉線 の 利用者は少なくな っ たと は
図4 1 廃 棄物の 削減 にも貢献する 万葉線
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150人 , ほ とんどが 往復利用なの で
仮に1,000人が30年間車を利用 したとす ると ､
こ の 間 で3,000台の 廃棄車両を生み だして い
た こ と に なる ｡ (図41) 当然 こ の 処理 の ため
に もコ ス トと環境負荷がか か る ｡
3.3.4 文化財を廃棄物 に しない ために
高岡で は中心市街地が寂 れる 一 方 ､ 郊外に
新 たな住宅や商業施設が開発されて い る ｡ 残
す べ き自然景観は破壊され , 誇 る べ き立山連
峰の 景観もまだら に立地 した建物や広告物 に
よ っ てその 価値を低下させ て い る ｡ こ の よう
な事態を避けるた めに は土地用途地域規制 の
徹底 した運用が必要で ある ｡ 商業施設を集積
し ､ 公共交通の 利便性が高 い 街の 拠点を整備
する こ と で不要な自然破壊を抑制 しな ければ
な らな い ｡ ま た ､ 適度な集中は上下水道など
の イ ン フ ラ整備や ゴ ミ回収などの社会サ ー ビ
ス の 提供に お い て も無駄な コ ス トを削減する
こと が で きる ｡
市街地の 利便性 が失 われ ､ 人口 が流失する
と 当然空き家が増 える ｡ 重要伝統的建造物群
保存地区指定★4uがされた山町筋 ★41で も建物が
維持 で きなく なり駐車場 に変わ っ て しま っ た
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万葉線の現行車両は 30年以 上使用して い るが ､ 車 の 平均耐用年数は10 年弱 ｡ もし､ 万 葉線の 利用者が
車に 乗り換えたら年間1 0 0台 ､ 3 0年 では 3,0 0 0台以 上 の 車を廃棄することになる｡ 万葉線は c o2 だけでなく
廃棄物の 削減に関しても大 い に 貢献し て い る｡
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民家跡が 目立 っ て い る ｡ まず､ 貴重 な歴 史的
資産 が失 われ る こ と は避 けな けれ ばな ら な
い ｡ また ､ こ れらは取り壊され た時点で廃棄
物に な っ て しまう こと も忘れて はなら な い ｡
3.3.5環境IS O対策
環境IS O は環境対策に どれだけ成果をあげ
て い る か を 一 定の 尺度 で評価 しようと い う国
際規格で ､ 欧州で制定され世界中に広 がりを
見せ て い る ｡ 強 い 日本の 競争力を押さえ込む
ため の 制度と い う評価もあるが ､ 取得して い
な い と い う こ とを理由に 実際に納品が拒否さ
れる ケ ー ス が出てくる とその 対策を講じる し
か な い ｡ IS Oの 国際基準 で は製品そ の もの を
対象と し たIS O 9000が先行 して い たが ､ こ の
時 ､ 製品に 自信の あ っ た メ ー カ ー が取得に 動
か な か っ たた めに 後で大変な苦労を強 い られ
たと い う経緯もあり ､ 1 4000シ リ ー ズ に つ い
て は早々 に取得に踏み切 っ た企業が 多 い ｡ 財
団法人日本適合性認定協会の 調べ によると平
成13年2月1日現在でIS O14000を取得 し た件
数 は全国 で4,43 5件､ 富 山県で も45件が認証
を受けて い る ｡ 八尾町など自治体 で も取得の
動きが始ま っ て い る ｡
図 4 2 環境家計 簿
項目 . 単位 使用量 係数
C O2排 出量(kg)
(A) (B) (A xB)
電気 (kwh) 0.l Z
都市(L P)ガス(m
}
) 0.6 4(1.8)
水道 (m
3
) 0.1 6
灯油 (リットル) 0.6 9
ガ ソ リン (リットル) 0.6 4
アル ミ 缶 (本) 0.0 5
ス チ ー ル 缶 (本) 0.0 1
ペ ッ トボ トル (本) 0.0 2
ガ ラ ス びん (本) 0.0 3
紙パ ッ ク (本) 0.0 4
食 品トレ ー (枚) 0,0 0 2
ごみ (kg) 0.24
合 計 (kg)
土 井靖範 ｢ひと ･ まち ･ 交 通｣ つ むぎ出 版(1 9 9 9)
p 7 8から引用
3.3.6環境会計､ 環境家計簿
IS O1 400 が9000と違う点 は後者が 製品そ
の もの の 材質や 製造 ｡ 破棄に関する規定だ っ
たの に 対し ､ 前者 はより総合的な環境対策を
求め る規格である こ と だ｡ つ まり , いく ら製
品の 環境対策が成されて い て も , 従業員が皆
マ イ カ ー 通勤して い た の で は結果と して環境
負荷は変わら な い で はない か と いう考え方 で
ある ｡
環境負荷を相対的に据え るわか りや すい事
例と して環境家計簿がある ｡ 例えばC O2の排
出量を例 に取 ると , 小型 ル - ム エ ア コ ンを53
分使 っ た場合と19型テ レ ビを10時間見た場合
は共に10 0gが排出される ｡ これは燃 費10km
の リ ッ タ ー カ ー で1,563m 走 っ た量 に も等し
い ｡ 重要なの はその 総量で あり ､ 後 はそ の 人
に より車が排出する分を1,563m 歩く こ と で節
約し ､ テ レ ビを見ようが ､ エ ア コ ン で涼もう
が自由だと い う考え方で ある ｡ (図42)
3.3.7 環境保護定期券
市民 の環境問題 へ の意識の 高まりを実質的
に 支援する制度 に環境保護定期券 がある ｡ ド
イ ツ の フ ラ イ ブル グで1984年 (昭和59) に導
入 された もの で 通常3万 円ほ どの 定期を25%
程度割り引 い たと ころ , 利用者が1 2- 23%増
加 ★42したと い う ｡ 高岡市でもゴ ミの 収集が有
料化され ､ 多くの ゴミを出す世帯 はそれだけ
多くの ゴ ミ袋代を支払わ なければ なら な い ｡
市民が暮ら しの 中で負荷を感 じ ､ また保全に
協力しやす い 制度の 導入 が求められる ｡
3.3.8 ノ ー カ ー デ ー
大阪市交通局 で は毎月20日の ノ ー カ ー デ -
に 限り1日600円 (通常850円) の カ ー ドを販
売 し ､ 公共交通の 利用促進を行 っ て る ｡ 高岡
市役所で は毎月第三水曜 日を ノ ー カ ー デ ー と
して い るが ､ 特にサ - ビ ス券が 発行される わ
けで なくあまり浸透 して い な い ｡
今ま で は ノ - カ ー デ ー を促進するた めに 乗
万乗線再生計画案 市民主体 の 新会社が目指す べ き事業計画を考え る
車券を割引する こ とばか り考え られて きた
が ､ 逆に駐車場を有料(1日5 00- 100 0円程度)
とす る手法も検討した い ｡ 富山で は ｢駐車場
は無料｣ と い う感覚が強い が , それを確保す
るため に は相応の 費用が か か っ て おり , 例 え
ば商店の場合 ､ その 費用は確実に販売価格に
転嫁されて い る の である ｡ 単に 乗ら な い 人が
駐車の ため の 費用を支払う こ とは不自然であ
る ｡ 市役所で ､ 企業 で ､ シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ
ー で ノ ー カ ー デ ー は駐車場を有料と する こ と
で こ の 運動を促進する こと がで きる ｡ 集ま っ
た資金 は駐車場維持費の 他､ 公共交通施設整
備費に充てればよ い ｡
3.3.9 公共交通を取り巻く環境ビジネス
企業に と っ て環境対策は負担に なるが ､ 一
方 で こ れを積極的に揮 え ､ ビジネ ス ヘ 展開 し
ようと い う動きが出て きて い る ｡ 例えば ドイ
ツ の 世界的自動車メ ー カ ー ､ ポ ル シ ェ や メ ル
セ デ ス ベ ン ツ で は低床式路面電車の 車両を開
発 して い る し , フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン で は低床
式小型 バ ス を製造 , コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と して
す で に 金沢 の フ ラ ッ ト バ ス に 採用 され て い
る ｡ 日本最大の 自動車会社 ト ヨ タ もバ ス ロ ケ
ー シ ョ ン シ ス テ ム の 開発に 着手 , 平成12年度 ､
名古屋市 で社会実験を行 っ て い る ｡
バ リ ア フ リ ー に対応 し , 環境に優 しく ､ 利
用しやすく て , 地域ら しさを演出する もの は
正 に 今求め られて い る ビジネス である ｡ これ
らが 公共交通と結びつ い たと き､ ITを利用し
た ロ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム , 非接触ICカ ー ド､
シ ェ ル タ ー や ス トリ ー ト フ ァ ニ チ ャ - , 自転
車 ､ フ ァ ッ シ ョ ン性と機能性に 優れたウ エ ア
などが テ ー マ と して浮か び上が る . また ､ 関
連 して 高齢者に 合わせ た家電製品 , 電子機器
の 開発 なども考え られる ｡ 万葉線沿線はそれ
らを実際に確か め る実験場 で あり ､ 利用者は
商品開発に欠く こと の で きな い モ ニ タ ー で あ
ると認識す べ きで ある ｡ 沿線住民の顧寄管理
が で きれば ､ それこそ が新会社の 資産に な る ｡
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3.4都市の個性の 象徴としてまちづくりへ の
活用
3.4.1 都市イメ ー ジとの整合性
路面電車は現在､ 日本で は わずか19都市 ･
20路線が走 っ て い る に過 ぎな い ｡ 全国の 都市
が画 一 化する中 ､ 路面電車が走 っ て い る こと
はすで に 個性 であり ､ それは貴重 な都市資源
の ひ と つ である ｡ 更 に万葉線は沿線に いく つ
もの保存すべ き町並み が残 っ て い る点も見逃
せ ない ｡
末広町に本格的なト ラ ン ジ ッ トモ ー ル を導
入 し ､ さらに 高岡駅 ､ 新高同駅構内まで乗り
入 れる こ とが で きれば , 世界的に見ても魅力
溢れる公共交通に なる だろう ｡
路面電車は い ままで懐 か し い と い うイ メ ー
ジが先行して きたが , 近年はむ しろ環境や 人
に やさ しい と い う , 文化的で先進的なイ メ ー
ジ の 方が大き い ｡ 高岡に は鋳物や漆などの 伝
統産業と ア ル ミや化学製品を主軸とする近代
産業が あるが ､ 路面電車か らIJR Tへ の 転換は
ま さに 新旧が融合する地場ら しさを内外に ア
ピ ー ル する上 で格好 の素材と なる ｡ 今後は こ
れらを如何に情報産業に適合 させ て い くか が
ポイ ン ト である ｡ 万葉線を これか らの 地域が
目指す姿と して , 具体的な形 で市民や来訪者
に 示すサ ン プル と しなければならな い ｡
3.4.2 地域キャ ンペ ー ン
高岡は大伴家持に由来する万葉や前田藩ゆ
か りの瑞龍寺や 工芸 ､ さら には高岡大仏や御
車山など ､ 都市の イ メ ー ジとな る核が豊富に
ある ｡ しか し ､ そ の 分 ､ 主体と なるイ メ ー ジ
が 希薄に なり ､ それら は全国的な知名度を得
るまで に は至 っ て い な い ｡ 都市が 良好なイ メ
ー ジを持 つ こと は直接的に は観光客が増 える
と い う効果があるが ､ それ以上 に ､ 様々 な情
報や 人材が集ま り ､ また ､ 都市の ブ ラ ン ド=
都市格が高まり ､ 各人が誇りや自信を持つ こ
と に 繋が る ｡ ｢高岡は伝統に根 ざし た確か な
もの づくりが できる｣ と い っ たイ メ ー ジが企
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業取引にお い て も信頼を生み ､ 好意的な反応
を引き出すこと が で きる だろう ｡ 路面電車は
分散する地域の 資産を結びつ ける縦糸になる
もの である ｡
企業 イ メ ー ジを統 一 的に伝 える こと で 好意
的な印象を持 っ て もら おう と い う戦略はCI-
コ ー ポ レ イ ト ｡ ア イデ ン テ ィ テ ィ と呼ばれる
が , こ うし た手法をまち に適用するの が コ ミ
ュ ニ テ ィ ワ ァ イデ ン テ ィ テ ィ で ある () 総合計
画等で示された都市像を具体的に認識する た
め の デザイ ン戦略が必要で ､ まずは市民が地
域 の 目指すべ きイ メ ー ジを共有で きる キ ャ ン
ペ ー ンを実施す べ きで ある c.
都市の キ ャ ン ペ ー ン で デ ザイ ン戦略が 見事
に機能 した例に｢アイ ･ ラ ブ ･ ニ ュ ー ヨ ー ク｣
キャ ン ペ - ン がある c. 20世紀を代表す る グ ラ
フ ィ ッ ク デザイナ ー の 1人で ある ミル ト ン ･
グ レ イサ ー が昭和51年 (1976) に デザイ ン し
た ｢I L▼VEN Y｣ の ロ ゴ タ イ プは今も利用さ
れ ､ Tシ ャ ツ や マ グ カ ッ プな どが販売 されて
い る ｡
日 本で は昭和45年 (19 70) に 始 ま っ た ｢デ
ィ ス カ バ - o ジ ャ パ ン｣ があ る c 当時 の 国鉄
が利 用促 進の た め に行 っ た キ ャ ン ペ ー ン だ
が ､ ゆとりを求め始め た世相を反映 し ､ また ,
図4 3 神戸市の 震災復興キ ャ ン ペ ー ン KOB E 2 0 01
その こ ろ流行始め たア ン ノ ン族 ★4=
'
･ が牽引者 と
な っ て全国的な地域再発見ブ ー ム とな っ た ｡,
こ こ で も毎回美 し い ポ ス タ ー が 制作 さ れ ､
人々の 旅願望をか きたて た ｡ これを期に始ま
っ た テ レ ビの旅番組 ｢ 遠く へ 行きた い｣ は 今
も放映される長寿番組に な っ て い るが ､ な に
げな い町を訪れ ､ その地 の 人との ふ れあい を
楽しむ旅は ､ 今後益々 増加すると考え られる ｡
こう した傾向に 路面電車は適合 し易 い ()
地域の 魅力と して の万葉緑を盛り込 んだ小
旅 行 ､ あ る い は企業研 修を兼ね た工 芸体験 ､
学校教育に おけ る総合学習や修学旅行と して
の 企画が考えられる ｡ 新会社に は こう し た企
画を自 ら が立案す る体制 づ くりが 求め られ
る o
3.4.3 トラ ンジッ トモ ー ル
トラ ン ジ ッ トモ ー ル ★44は衰退 した都｣Lの 賑
わ い を取り戻す手法の ひと つ であ る こ, 中心街
の 交通を路面電車や路線 バ ス ､ タ ク シ ー など
の 公共交通に限定する こと で ､ まず排気 ガス
や騒音を減 ら し ､ 次 に 通りに 街路樹や ベ ン チ
などを整備する こ と で ､ ゆ っ たりと買 い物が
で きる 空間を つ く る もの で あ る ｡ 昭和4 2年
(1967) 米国ミ ネア ポリ ス の ニ コ レ ッ トモ ー
ル が大きな成果を上げた こ と か ら ､ 欧米の 各
地 で 導入 が進み ､ 1 980年代後半に はすで に30
以上の 都市で 実施されるよう にな っ た ｡ 日本
で は い く つ か の 町 で検討は されて い る が ､ 今
図4 4 トラ ン ジ ッ トモ ー ル で は人と車 が共存｡ 賑 わ
い を取 り戻したポ ー トラ ン ドの 中心市街地 ｡
万乗線fTIi 生計画架 市民主体の 新会社が目指す べ き事業計画を考え る
図4 5 最新 の ア ウト レ ッ トモ ー ル が 目指す空間は ま
ちその もの あ り ､ 安心 して歩け る歩行空間であ る o
図4 6 古 い もの が新 し い ｡ 最新 フ ァ ッ シ ョ ン を発 信
す る代官山に て ｡
図4 7 生鮮食料品 を並 べ る広場の露天｡ マ イ ン ツ ｡
図4 8 大道芸なども楽 しさ の 演出 に 欠か せ な い ｡ ポ
ー トラ ン ドの ユ ニ オ ン ス ク エ ア ｡
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の と ころ実施に は至 っ て い な い ｡
万葉線 で はJR高岡駅か ら片原町まで末広町
通 り 一 帯を ト ラ ン ジ ッ ト モ ー ル 化する こ と
が , 中心市街地 の有望な活性化策と考え られ
る ｡ 郊外の シ ョ ッ ピン グセ ン タ ー や近年各地
に建設 されて い るア ウ ト レ ッ トモ - ル ★45で は
基本的に安心 して 歩き回れる空間を商業施設
の 軸に 置 い て い る ｡ 中心市街地 に お い て も､
まずこ の ような空間を構築する こ と が求め ら
れるか らだ｡
最近 の商業施設で は館内に 緑や水を取り入
れたり ､ 古い路地を再現する など町の 魅力を
ど_うに か取り入れよ うと努力 して い る ｡ 古い
町並み的演出が最新の 商業施言劉こ な っ て い る
今日 ､ 中心市街地の 町並み を清岡 しな い 手は
な い ｡ こ こ で注意 しな ければなら な い こと は ､
一 見今風の デザイ ンを取り入れる こ と で はな
く ､ 現状を活用し , あくまで その 店に ふさわ
しい 個性を表現 して いく こ と である ｡ 古さや
場合よ っ て 張碓性と い っ た町 で なければ持ち
得 な い 魅力を再認識する必要がある ｡
無料乗車制度 で も記述 したように 高岡駅前
か ら坂下町 ま でが自由に 乗降で きるように な
れば ､ 町全体をひ と つ の 商業施設と して機能
させ る こ とが できる だろう ｡ 計画 されて い る
生涯学習セ ン タ ー を含む駅前西の 再開発 ビル
とも 一 体的に控 え ､ 日本で最初の ト ラ ン ジ ッ
トモ - ル をぜひ 実現 した い ｡
具体化に 当た っ て は (1) 商店街の 合意 (2)
警察の許可 (3) 迂回路 の 設定および整備 (4)
駐 車場整備 (5) 物資搬入路 の 確保 などに つ
い て検討し なければなら な い ｡ もちろん駅前
が緑豊 か で ､ 誰もが行 っ てみ たい と思うよう
なプラ ンづくりと その ため の 資金調達も必要
で ある ｡ 設定の 区間は市営御旅屋駐車場や え
ん じゅ 通りが整備された こ ともあり , ト ラ ン
ジ ッ トモ ー ル 化するに は理想的な条件を備え
て い る ｡
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3.4.4市民運動の盛 り上がり
万葉線の 存続を願い 平成5年 (1993) に は
万葉線を愛する 会が 発足 , 5千人を超 える会
員がイ /{ ン ト列車の 運行な ど支えて い る ｡ ま
た , 平成10年に発足 したRA C D A高岡に は100
名余りの 会員がお り ､ 万葉緑酒性化 に向けた
イ ベ ン ト (図49) や勉強会を数多く企画 ･ 実
行 して い る ｡ これらの 事業 で は今まで別 々 に
活動 して きたまちづくり グル ー プや観光 ボラ
ンテ ィ ア ､ 自治会などが結ばれ ､ 互 い に 協力
で きる素地が つ く られて い る ｡ 万葉線 は地域
の 諸問題を結びつ けて考え る上 で 格好の テ ー
マ で あり ､ これに よ っ て 様々 な 交涜が生 まれ ､
地域の まちづくり活動は飛躍 的に 活性化し た
と言え るだろう ｡
R A C D A高岡 で は 感傷だけで 存続を訴え る
の で は なく ､ 裏付けのあ る計画案をも っ てそ
の 活性化を考える こと が で きるよう ､ 都市交
通 ､ 環境問題 ､ まちづくりに 関する勉強会を
繰り返 し行 っ て い る ,, 日本で も市の 将来像を
策定する マ ス タ - プ ラ ン ★46づくりを市民の 手
で 行うと ころが出て きたように , 今後の まち
づくりに お い て は市民 か ら提案を行う こ とが
求め られる ｡ 万葉線を通 して 行われる様 々 な
活動 は ､ 今後の 市民運動の サ ン プル と なるだ
ろう ｡
万葉線問題は沿線を離れた学校 で も議論 さ
れた ｡ RACDA高岡 の 会合に は より詳細 な情
報 を人手する ため , 生徒が直接訪ね て 来る こ
図4 9 万葉線を活用 した路上 パ フ ォー マ ン ス ｢玄]の
パ ペ ッ テ ィ ア｣｡ 市民 の 手 づ く り で開催 ｡
と もあ っ た ｡ 万葉線とその沿媒に広が るまち
に は郷土を知るため の情報が溢れて おり , 揺
合学習の 場と して活用する こ とが できる ｡
万 葉練の マ イ レ ー ル 意識 を高 め る ため に
は ､ まず早 い時期か ら乗車する機会を増やす
こと が大事だ｡ 幼稚園や小学校の遠足利用に
積極的に活用して もらえるよう , 子供向けの
案内資料や グ ッ ズ ､ 万葉線キ ャ ラ ク タ ー の着
ぐるみ を着用した ボラ ン テ ィ ア の 同乗, 写生
大会の 開催などを実行し た い ｡
高岡 で は8月に越中万葉夢玄プ讃 ★47､ 10月 に
は万葉集朗唱の 会'4&を含む高岡万葉まつ りが
開催されて い るが ､ 舞台に万葉線を担ぎ上 げ､
また万葉練をテ ー マ に し た歌を募集すればよ
り身近な意識を養う こと が で きる ｡ 加え て ､
高岡駅前か ら越の 潟まで の マ ラ ソ ンや ウ オ ー
キ ン グイ ベ ン トなども効果的で ある ｡
3月 か ら は い よ い よ寄付金 ･ 募金受付も始
まるが ､ これをひ と つ の 地域活性化 キ ャ ン ペ
ー ンと捉 え ､ 募金者 に キ ャ ン ペ ー ン ス テ ッ カ
ー を配布するなど して雰囲気を盛り上げる必
要がある ｡
3.5高岡 ｡ 新湊両市の秤の維持 ･ 強化
3.5.1 都市の ネッ トワ ー クを強化する情報共有
JR高岡駅 に降り立 っ て も新涼の 情報 はほ と
んどな い ｡ 観光情報を見て も海王丸ばか りが
目立 っ て い るが , 新涼本来の 魅力は内川の 景
観や放生津神社 ､ 軒先をか すめ る迫力満点の
図5 0 沿線の 町並 み を繋げる ことを コ ン セ プ トに デ
ザイ ン した国体 ウ エ ル カム 電車｡
万兵新年生計画架 市民主体 の 新会社が 目指す べ き事某計画を考える
曳き山 , 無数に残る路地 ､ そ して安くて お い
し い お寿司で ある ｡ 高岡と新湊の 交流を増や
すには, まず相互に情報が流される必要があり,
高岡駅に新湊の情報を掲示するべ きである｡
高岡に は氷見 ､ 福岡 ､ 小矢部を含め て高岡
地区広域圏事務組合と い う組織があ るが ､ 万
葉線沿 掛 二つ い て高岡 ･ 新湊両市の 行政枠を
越 え た組織づくりが求め られる ｡ 少なくと も
お互 い の 市役所や観光課に はそれぞれの広報
物を常備すべ きだろう ｡ 万葉線車内に もパ ン
フ レ ッ トポケ ッ トをつ くり ､ 日常的に情報が
入手 で きるよう に し たい o また ､ イ ン タ ー ネ
ッ トの ホ - ム ペ ー ジによる情報掲載も欠く こ
とが で きな い ｡
平成1 2年の 富山国体に際して 走り出した万
葉線国体ウ ェ ル カ ム電車 (図50) は新湊の 内
川緑に加え ､ 高岡の 吉久, 伏木､ 池之端, 山町
筋､ 金屋町と い っ た古い 町並み を巡り歩く こと
を提案し ､ その ポス タ ー や停車駅案内を作成し
た ｡ 山町崩は昨年 ､ 重要伝統的建造物群保存地
区の 指定を受けたが ､ 全国に56ある指定地区を
見渡 して も, 周辺各所に これほど素晴ら しい 町
並みが点在 して い ると ころは珍しい ｡
これらを活か して い く ために は , 周遊チ ケ
ッ ト ､ マ ッ プ, ガイ ドパ ン フ レ ッ ト, 各地蟻
で の 案内板や トイ レ な どの 設備整備が 必要
だ｡ それぞれの 町で は独自に お祭りなどの イ
ベ ン ト が あるが , 今後は お互 い の 催 しを相互
に 訪問 し合う事 か ら始め , 各町が協調 して 行
う企画も必要だろう ｡
図51 小矢部川と庄 川 に 挟まれた吉久では米 の 取 引
が盛ん に 行われた ｡ 今も風情の ある町並 み が残る｡
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高岡で は週末になると富山や金沢に遊びに
行くと い う人を ｢富金族｣ と呼ぶ よう だが ,
万葉線沿線は富山と金沢の 中間に位置し ､ 逆
に 両方 か ら集客で きる と い う地の 利を再認識
すべ きである ｡ 古い町並み巡りや もの づくり
体験な ど両都市が で きない 企画を立てれば ,
必ず人は集まる ｡
3.5.2 越中百景街道
地域が 連携 し た魅力づ くりを考え ると き ､
万葉線 に加 えJR城端線 ･ 氷見線を加え た県西
部-一 帯 の地域像が浮 か び上がる ｡ 県西部には
4世紀噴 か ら古墳が つ くら れたが ､ そ の 分布
図を見ると こ れら の 鉄路と同 じように 県西部
を縦断 して い る ｡ ま た ､ 万葉時代の 駅路を見
て も亘理 (現在の 伏木も しく は六 渡寺付近)
か ら川合 (小矢部市石坂付近) 加賀に至るル ー
トが利用され､ 高岡を南北に結ぶ経路が古くか
ら地域の軸を形成して い たことがわか る｡ ★49
明治33年 (1900) 高岡 - 金沢間に 鉄道が開
過 (北陸線) して か ら は東西の 行き来が増加
し , 現在はす っ かり東西軸が主軸に な っ て い
る ｡ 将来 ､ 北陸新幹線が 開通すると益々 その
傾向が強くなる と予測される が ､ 地域の文化
図5 2 越中百景 街道ル ー ト案
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圏としては南北を軸として捉えるべ きだろう｡
ドイ ツ に は ヴ ュ ル ツ ブル グか ら ノ イ シ ュ ヴ
ァ ン シ ュ タイ ン城まで を結ぶ ロ マ ンチ ッ ク街
道と い う観光ル ー トがある L-. 日本か ら も多く
の 観光客が訪れるが ､ それぞれは小 さな町で
も ､ ロ マ ンチ ッ ク 街道と い うキ - ワ ー ド で結
ばれる こ と により , より上位の地域イ メ ー ジ
を構築 し ､ 魅力付けに成功 した例 である ,3
高岡を核と する縦軸に は北は日本海に 接す
る 新涼 ､ 氷見 か ら散居村が 点在す る 砺波野
(図52)､ そ して 世界遺産に 登録 され る五 箇山
まで ロ マ ン チ ッ ク街道に 勝る とも劣らな い ま
ちが続く く) そ こ には富山湾越 しに 立山を眺め
る峰の 景､ きと きと の 魚が飛び跳ね る食の 景 ､
鋳物や漆器 ､ 木彫 が つ くられる匠の 景(図53)
など数多く の 誇 る べ き景 (シ - ン) があ る =,
行政域や産業分野を越えて景を選択し､ これを
結びつ ける こと で地域に新たな魅力付けが でき
るだろう () い わば ｢越中百景街道｣ (図51) で
図5 3 想 定ル ー トに は立 山連峰や散居村を望 む景が
点在する ｡
図5 4 金屋 の鋳物や井波の彫亥は ど ｢匠 の景｣ も繋
ぐ こと で新たな魅力を創出でき る ｡
あり ､ 万葉線をそ の 導入 部を彩る プロ グ ラム
と して活用すべ きであるo また , 高岡は地域の
サ テ ライ トと して これらの景の人 ･ もの ･ 情報
が集積する場に ならなければならない ｡
富山県で は市町村再編 の 動きがある が ､ 市
町村の 枠組み を越え た広域行政は ､ 多様化す
る社会サ ー ビスを提供する上で 重要に な っ て
きて い る ｡ 例えばポ - ト ラ ン ドの L R Tを運行
する事業体 トライ 8 メ ッ トはその 上位組織で
ある メ トロ の 管理下に ある ｡ メ ト ロ は自治憲
章を持つ 地方政府 で ､ 州政府と市町村の 間を
埋め るような存在だ ｡ ひ と つ の 都市で は解決
しな い ､ し か し ､ 県 レ ベ ル で は大きす ぎると
い っ た地域交通や ゴ ミ処理問題 などに つ い て
最適の事業規模と な っ て い る ｡ 特に ､ 都市規
模が縮小傾向に ある地方に は効果的 で あ る ｡
ちなみ に 越中百景街道 に想定す る市町村の 人
口総計は約50万人 である o
4. 価値観の転換
4.1 2 0世紀は車の 世紀
以上 ､ 万葉線問題懇話会が提言 し た5つ の
課題を視点と して今後の 万葉線 の 活性化策に
つ い て 考えて き たが ､ これらの 根底に ある の
が ｢価値観の 転換｣ と い う大命題で ある L1
2 0世紀 は疑 う 余地 もなく 車の 世紀 で あ っ
た ｡ 今か ら1 00年前 ､ 1900年 ( 明治3 3) の ア
メ リ カ に お け る車の 生産台数 は わずか4,1 29
台 ★ 5 '`で あ っ た ｡ それが1 99 8年に は1,2 0 1万 台
図5 5 20世紀は車の 時代｡ 経済か ら文化まであらゆ
る もの に 大き な影響を与えた ｡ ト ヨ タ博物館 ｡
万乗線再生計画案 1fJ
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尺 主体 の 新全書上が 目指す べ き事菜計画を考え る
もの 車が生産され､ 2億1千万台★5】にも及ぶ辛
が登録されてい る ｡ 1950年代には ア メ リ カの
労働者 の半数が自動車およびその 関連産業 で
働 い て い たと言われる ｡ 車は社会を動 か す原
動力と なり , 最新の 車に 乗る ことが 人々 の 憧
れで あり ､ 労働の 目標とな っ た ｡
しか し ､ 車は大 い なる 発展 と同時に様々 な
問題も引き起 こ し た ｡ (1) 交通事故 , (2) 潔
刻 な環境破壊 ､ (3) 道の 機能喪失 ､ (4) 交通
権の 侵害などで ある ｡ そ して何よりの 問題 が
(5) 大量消費の 体質を植え付け た こと だ ｡ 常
に 新 し い もの をつ くり , それらを消費し続け
な ければ経済が立ち ゆか な い と い う しくみを
つ く っ て しま っ た こと だ｡ 現在の 深刻 な不況
は こ う し た経済構造 の 限界を示 すも の で あ
り ､ もの をつ く らなくて も売り買い が成立す
る しくみ をつ く らなければ ､ こ の ト ンネ ル か
ら脱 出する こ とは で きな い だろ う ｡
4.2 町衆文化の再考
高岡の 中心市街地活性化の た め のTMO構
想 ★ 51
'
で は ､ その 基本 コ ン セ プトに ｢前田町衆
文化を縦糸と し たまちづくり★5‥う｣ と い う理念
を据 え たc. それで は前田町衆の 時代 に はどん
な生活をして い たの だ ろう ｡
江戸時 代の 生活研究 に 関す る 資料 に よ る
と ､ まず完全なリ サイ ク ル 社会で あ っ た ｡ 着
物が何代 も着用されて なお ､ 裾上げ して 子供
着と なり ､ 末は雑巾に な っ たように あらゆ る
図5 6 御車山で山車 を引く町衆｡ ま ちを つ く り高岡
を引 っ ば る の も町衆だ｡
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もの が始末して使われた ｡
次に感JL すべ きは住民主体の コ ミ ュ ニ テ ィ
が自治的に運営されて い た こ とだ｡ 長屋 で は
大家 さんが仕事を斡旋 し ､ 孤児や障害者も 一
同 で育 て ､ 介護 したと い う ｡ 100万都市江戸
の 警察官 は た っ た3 0人 , 住民 が自警団を組
織し て い た と い う ｡ 近年は ボ ラ ン テ ィ ア や
N PO★54が 注目され ､ 一 種 の ブ ー ム と な っ て
い るが , 町衆文化 で はそ の ほ と んど がN P O
で あ っ たと も言 えるだろう ｡
千葉県幕張市の打瀬小学校で は教室の しき
りを取り去り ､ 学級や 学年枠を取り去 っ た教
室 で 総合学習を実施 ､ 全国の 先進事例と して
注目を集め て い るが ､ こ う した体制は寺子屋
で は当たり前だ っ た｡ しか も好きな時間に 学
べ る フ レ ッ ク ス タ イ ム さえ導入 されて い たと
い う ｡ 入 学試験 に登場するような数学問題は
解けな か っ た か もしれな い が , 一 方 で 歌や俳
句をた しなみ , お茶や お花の 素養も身に つ け
て い た ｡ 明治維新 で訪れた外国人が-一 様に感
嘆 した日本文化の 芸術性は , 町衆の 文化的な
暮ら しが支 えたと も言 える ｡
車も電化製品もなか っ た時代 , しか し ､ 必
要最小限の 消費によ っ て形成 される持続型社
会は ､ 環境問題が叫ばれる 今日 が求めて い る
社会像に 他 ならな い ｡ 百年か か っ て で きあが
っ た大量消費社会を ､ また百年か けて適量消
費社会に 戻す ､ 今､ 私たち はそ の 分岐点 で生
活 して い るの だ ｡
図5 7 古 い まちは豊か な情報で溢 れて い る ｡ 人 が育
つ 上 でそ の影響は計り知れな い ほどだ｡
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4.3イメ ー ジを転換する
か っ て映画の ワ ン シ ー ン の ように か っ こ よ
か っ た喫煙 は ､ 今日 ､ 健康に害がある と い う
認識 へ の 転換によ っ てか っ こ悪 い イメ ー ジに
変わ っ た ｡ 職場 の至 ると こ ろで紫煙 が上が っ
た時代, タ バ コ を吸 わな い 人はひ たす ら我慢
する しか なか っ たが , 今は喫煙者が我慢する
時代に な っ て い る ｡ 高度経済成長期に 誰が こ
ん な こと を予測 しただろう か ｡ 渦中に い る と
な か な か置 かれて い る ポジシ ョ ンが掴み にく
い が , 車社会か ら公共交通 へ の 脱却 と い う交
通問題もたばこ と同 じ様な もの だ ｡ まずはイ
メ ー ジを転換する こ とが求め られる ｡
欧米 で路面電車が活性化 した背景に はI K
や トラ ン ジ ッ トモ ー ル と い っ た新し い才支術や
しくみ が導入され た ことが 大きく寄与して い
る ｡ 万葉線に未来を感じさせ る こ とが ､ 第三
セ ク タ ー 会社 がまず着手す べ き課題 で あ る ｡
そ の た めに は ､ 徹底 したデザイ ン戦略の 実施
と低床式車両 の 早期導入 が求め られる ｡
高岡市は ク ラ フ ト コ ン ペ を開催したり ､ 高
岡市デザイ ン ｡ 工芸 セ ン タ ー を設置す るなど
デ ザイ ン に は並 々 な ら ぬ力を注 い で い る が ,
万葉線新会社が発足する今 , その 実力が 問わ
れる と い っ て も過言 で はな い ｡ 同様に地域の
大学と して ､ 高岡短期大学 には デザイ ン と工
芸 , そ して経済を結びつ けた総合的な見地 か
らの 貢献が求められて い る ｡
左写真はデザイ ン に力を入れる ドイ ツ の都市 ･ ハ ノ
ー バ ー の パ ブリ ッ クデザイ ン ｡ 上 より
図5 8 新しくデザイ ンされ た車両と停留所設備｡
図5 9 車内は明るく快適｡ 座面 に は木材を使用｡
図60 メッ セ と鉄道駅を結ぶ ム ー ビ ン グウ オ ー ク｡
思 わず使 っ て み たく なるデザイ ン の 数 々 だ｡
図6 1 自転車での 新婚旅行｡ 環境 に 配慮する こ とが
こ れ か ら の 市民 の 常識と い う感覚が大事に され るオ
ラ ンダ ､ ユ ト レ ヒ トならで は の 光景｡ 万 葉線を使 っ
て新婚旅行を する こ とが か っ こ い い ､ と い う イ メ ー
ジ を つ く れ る か が課題 だ｡
万農軌 ti 生計痢案 ~I7)
-
民 主体 の 新会社が1二I指す べ き事農計画を考え る
5. おわりに
都市に と っ て 交通網 は人体に おける血管の
よう なもの である ｡ 新幹線や高速道路 の よう
に太 い 大動脈が必要であるが ､ 手足を自由に
動か すた めには ､ 地域で 人を運ぶ ため の 支線
や ､ さら に指先まで伸びた毛細血管にあ たる
路線が必 要で ある ｡ 人体に と っ て酸素が必要
なよう に ､ 都市に と っ て は人が酸素だ｡ い く
ら立派な建物が で きて も ､ 人が集 い ､ 活動 し
なければ生きたまち には なら な い ｡ 公共交通
の 活性化は正に 都市を生 かすための 手段で あ
り , 万葉線問題も地域の 問題と して捉 えなけ
ればなら な い ｡
万葉線を活か し , こ れを効果的に 利用する
こ と が新た な産業を創出し ､ 21世紀 の経済基
盤を構築する の で ある ｡ 第三 セ ク タ ー 会社に
よる運行に 向け , 高岡 ･ 新涼両市の 市民 一 人
一 人が こ の 間題を正面か ら受け止 め る こと を
期待 した い ｡
最後に 万葉線再生計画案をまと める ため に
共に 行動 してくれたRAC D A高岡の 会員各位,
ラ ク ダキ ャ ラ バ ン で訪れた先 で貴重な ご意見
を寄せ て い ただ い た方々 ､ そ して 高岡 ･ 新湊
両市をは じめ資料提供に 快く応じて い ただ い
た方 々 に 対し ､ 心よりお礼申し上げた い ｡
図6 2 職住接近が効果を上 げ､ 駅前の オ フ ィ ス ビル
前の水辺 が子供達で賑 わう六甲 ア イ ラ ン ド｡
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脚 注
★ 1 第三 セ ク タ ー 方式: 第 一 セ ク タ ー は 行政､
第ニ セ ク タ - は民間企業を指す｡ 第三 セ ク タ ー
は両者の 優れ た部分を活か して 地域の 公的な事
業を遂行する官民 一 体型企業で ある ｡ 鉄道関係
で は 国鉄の 民営化に 伴い ､ 昭和59年 (1984) 三
陸鉄道が 初め て第三 セ ク タ ー 化された ｡ 現在 ､
全 国で37杜が営業する｡ 鉄道ジ ャ ー ナ ル■99 8月
早 (No.394) ｢第三 セ ク タ ー 地方交通線'99｣ と い
う特集が参考に なる ｡
★ 2 R A C D A:平成7年 (1 995)10月 に岡山で結
成された市民 グ ル ー プ ( 会長3 岡将男)c 市民の
立場か ら人 と環境に優し い 路面電車を軸と し た
公共交通を考え る こ と で ､ こ れか らの 住み よ い
都市づ く りを目指す ｡ イ ベ ン ト電車､ 講演会 ､
出版 , 視察 な ど多彩 な活 動を展 開 ､ 平成1 3
(2001) 年2月 に は岡山駅前 ｡ 市役所通りの 路面
電車延伸と ト ラ ン ジ ッ ト モ ー ル 化 へ 向け た 大規
模な社会実験を実施し た ｡ R A C D A高岡 はその先
進 的 な活動に懐 い 設立 され た姉妹グ ル ー プ で ､
万葉線の 活性化を軸に ､ 高岡 の まちづく り活動
を 精 力 的 に 行 っ て い る ｡ 名 称 R A C D A は
Railtr an spo rtsyste m､ Amenitya nd Co m m u nity
De sign As so ciatio Ⅲの 頭文字か ら と っ た名前で ､
｢ 楽だ｣ や動物の ｢ラ ク ダ｣ の 持 つ ｢楽しく ｡ の
ん びりと｣ と い う イ メ ー ジ に ちなん で つ けられ
た ｡ R A C D A高岡の 活動詳細は
h仕p://w w w.vl.taka oka-n c.a c.jp/ra cda/
図6 3 阪神大震災後の 同 じ場所 ｡ モ ダ ン な近代都市
も人が居なければ魅力を失う｡
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★ 3 ラ ク ダキ ャ ラ バ ン : グ ル ー プ名R A C D A に
ち なん で 命名された出前 フ ォ ー ラ ム ｡, 万葉線の
存続意義を訴 えるた め 平成1 2(20 00) 年1 2月 ､
山町崩を皮切りに始 ま っ た ｡ 通常1時間程度 で万
葉線再生計画案に つ い て 説明 し ､ そ の 後1時間ほ
ど討議する と い う構成 ｡ 様 々な グ ル ー プ と万葉
線並 びに高岡の まちづく りに つ い て 話 し合 っ て
い る ｡ 平戒13年3月まで に30回余り ､ 市内のみ な
らず県内各所で開催｡
★ 4 万 葉線 : 高岡 軌道線 の 愛称 o 昭 和5 5年
(1980) 公募により選ばれ ､ 翌年より車両に プ レ
ー ト が取り付け られた ｡
★ 5 地鉄:富山地方鉄道株式会社の 略称｡
★ 6 加越能鉄道 :昭和25年 (1950) 富山地方鉄
道株式会社か ら加越線 ･ 砺波 ｡ 氷見地区の バ ス
路線を分離 して 設立 され た ｡, 昭 和3 4年 (1 959)
高岡軌道線と 高岡周辺の バ ス 路線を譲り受け ､
県西部の交通の中核とな っ た ⊂
★
`
7 軌道法:路面電車は道路に敷設 し た軌道上
を走 る ため ､ 通常の 鉄道 (旧運輸省が管轄) と
は 別 に 旧建設 省 が 主務省 と な り ,･大 正1 0年
(1921) 施行した軌道法に よ っ て その運行が 規定
され て い る ｡ こ の 法律に は関連 して軌道法施行
令 ､ 軌道運輸規定 , 軌道係員規定 , 軌道運転規
則等が あ る ｡ 連結車両 の 長 さは30m以 下 ､ 最高
速度は40 kn/h以下 などと決め られて い る ｡.
･ 8 欠損補助: 経営の厳し い中小鉄道に対する
補助措置の ひ と つ ｡ 運営費の 補助に 充当す る ｡
こ の他に路盤整偏や 低床式車両の 購入 に 対し て
補助 され る ｢近代化補助｣ や ｢ 踏切保安設備整
備補助｣ がある｡ 万葉線で は2年間見送 っ た近代
化補助を1 3年度は申請する予定 で ､ 軌道改修他
に約3億円を計画 して い る ｡
★ 9 北陸新幹線 :長野新幹線長野駅 か ら上越を
経 て富山 - 高岡 - 金沢 を通 り福井 へ 至 る ｡ 福井
以西は湖束を通り米原 へ 接続する案と 湖西を通
り京都に至 る案が出され て い る が未定 ｡ 昭和47
午 (1972) に 基本計画が 決ま っ て い なが ら二 転
三転 して き た ｡ 主な争点は 新幹線の 専用線 と し
て ｢フ ル規格｣ で整備するか ､ 在来線と 併用す
る ｢~ス ー パ - 特急 方式｣ と するか で あ っ た が ､
平成12年度､ 全線フ ル規格で 整備する決定が 成
された ｡ 完成は お よそ12年後､ 開通する と東京
- 富山間現行3時間7分が約2時間10分にな る o 平
成13年度の 公共事業 関係費 (国費)は7 50億円 ､
自治体の 負担分を加 えた建設事業費と して2,293
億円が計上 される ｡
★10 駅前再開発事業:JR高岡駅 前西 プ ロ ､ソ ク に
お け る再開発計画｡ 第三 セ ク タ ー 方式の 末広開
発株式会社 (社長 . 佐藤高岡市長) が 事業主体
と な っ て ､ 生涯学習 セ ン タ - ､ 図書館 ､ 女性セ
ン タ ー な ど の 公共施設 ､ ホ テ ル ､ 商業施設 を褐
合し た ツ イ ン ビ ル を建設する計画 ｡ゝ 再開 発組合
の 設立を経て ､ 平成14年度春に着工 ､ 16年3月の
完成を目指すc
★11 高岡駅南北 一 体化事業 :JR北陸本線によ っ
て 隔て られ た 中心市街地 の 南北を結ぶ こ と で ､
高岡の 再活性化を目指す計画｡ JR本線その もの
の 連続立体化が検討された が ､ 工事期間が 十数
年､ 費用も1,300億円以上 と問題 が多く ､ 駅を橋
上化する案が 高岡駅周辺整備計画策定 委員会に
よ っ て 答申された c 駅前再開発 ビ ル ともデ ッ キ
通路で結ぶ こ とが 検討されて い るが ､ こ の 橋上
に万葉線を延伸させ る案も検討した い く〉
★12 資料出典 :路面電車と都市の 未来を考え る
会 ｡ 編著: ｢路面電車とまちづ く り｣ 学芸出版
社, 1999 P144 収支モ デ ル の前提条件を参考
に算出
★13 L R T;LightR ai1 Tr an sitの 略｡ 日本語訳 は
｢軽快電車｣｡ 昭和53年 (1 978) カ ナ ダ の エ ド モ
ン ト ン で導入された 後､ その 効果が評価され北
米及び欧州で次 々 と導入 され た ｡ 平成11年時点
万乗掛 If_
/Ii訊叫案 rIJ
'
h(_17
:
_体 の 新仝祉がH 指すべ き中黒計睡J-%考え る
で 世界23ヶ 国､ 52都市で運行 して い る ｡ L R T は
単に交通期間 と して で なく ､ 市街地の 活性化や
環境負荷の 軽減と い う機能を担っ て お り ､ そ こ
が 旧来の 路面 電車と決定的に異なる と こ ろで あ
る ｡
★14 L R V:LightRail Vehicleの略｡ LR T シス テ ム
で 導入 され る車両を指す｡ 路面 電車の 床高は通
常80c m程度 であ るが ､ 乗降が容易な35- 40c m程
痩 (乗降口 は30c m) に した低床式車両が利用 さ
れる こ と が多い ｡
★15 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス :路線バ ス と タ ク シ - の
間を埋め るよ うな交通機関 o 武蔵野市ム ー バ ス ､
金沢市 フ ラ ッ ト バ ス などの 成功 に よ っ て , 全国
各地 で導入 が進 む ｡ 小型 バ ス を用い る こ と で 人
口 密集地の 生活道路を走行 ､ バ ス停の 間隔を短
く した り､ ワ ン コ イ ン (100円) の運賃設定 など ､
高齢者に も利用 しやす い シ ス テ ム が つ く られ る ｡
高岡 ･ 新淳両市で も導入 が検討されて い る ｡
★16 バ ス ロ ケ : バ ス ロ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 略
称 ｡ノ 渋滞に巻 き込まれ定時性が 失われ 易い バ ス
の 位置を知 らせ る表示 シ ス テ ム の こ と ｡ 従来は
各所に設 置し た ア ン テ ナ に よ っ て 位置を特定 し
て い た が ､ 最近は カ - ナ ビ ゲ ー シ ョ ン に使われ
るG P Sを活用 ､ よ り詳細 なデ ー タ を リ ア ル タ イ
ム で 把握 で き る よう に な っ て い る ｡ 停留所で
｢後何分｣ などと表示で き る こ とに 加え ､ 携帯電
話i- m odeか ら情報を受け取る事が で き るよう に
な っ て い る｡
★17 資料出典 :和久田康雄: ｢路面電車 (ラ イ
ト レ ー ル をめ ぎして)｣ 交通研究協会発行 交通
ブ ッ ク ス 111成山堂書店 1999 P80
★18 資料出典:路面電車と都市の 未来を考 え る
会 ･ 編著 : ｢路面電車と まちづく り｣ 学芸出版
社､ 1 999 PI O6
~
107 日本の 路面電車の 詳細デ
ー タ
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★19 資料出典: 西村幸格 ｡ 服部垂敬: ｢都市と
路面 公共交通｣ 学芸出版社 2000 P 203信用
乗車方式に おける無札乗車率と ペ ナル テ ィ 運賃
額
★20 パ ー ク o ア ン ド ｡ ラ イ ド ;車を停め て電車
に乗り検え る rパ ー ク ･ ア ン ド 亡 ラ イ ド｣､ 自転
車と電車を乗り継ぐ ｢バ イ ク o ア ン ド ｡ ラ イ ド｣
(3.1.2 (m))､ 奥さ ん が旦那さん を駅ま で 送る
｢キ ス ･ ア ン ド ∂ ラ イ ド｣､ 電車で空港まで 行く
｢ラ イ ド ･ ア ン ド ･ エ ア ー ｣ など様々な バ リ エ ー
シ ョ ン が あ るが , 要は 移動手段を ｢ 乗り継い で
いく｣ こ と である ｡
★21 資料出典 :高岡市 ｢ 高岡市高岡駅前北地区
駐車場整備計画｣ 平成10年11月
★22 シ ョ ッ プ モ ビ リテ ィ : タウ ン モ ビリテ ィ 推
進研究会 ｡ 編著 ｢タ ウ ン モ ビリ テ ィ と賑わ い ま
ちづく り｣ 学芸出版社 1 999 に詳 しく紹介され
て い る｡
★23 Uパ ス :交通と環境を考え る会 ｡ 編 ｢環境
を考え た車社会｣ 才支報堂出版 19 8 P56
-
60 に
詳しく紹介されて い るc
★2 4 汎用電子乗車券 : 平成8年 (19 8) 設立さ
れた 汎用電子乗車券開発検討委貝会が中心 と な
っ て 研究が進め られて い る ､ 乗車券 の検討､ バ
ス の 位置管理 . 有料道路で の ノ ン ス ト ッ プ料金
徴収 ､ 貨物 コ ン テ ナ や宅配便 へ の 搭載など ､ 幅
広 い 利用が検討されて い る ｡ 詳細 は固川隆夫 ･
編 ｢ 次世代交通 カ ー ド革命｣ N T T出版 1998
★25 デ ビ ッ トカ ー ド : 手持ちの銀行キ ャ ッ シ ュ
カ ー ド で支払い が でき るシ ス テ ム で平成11年1月
に サ ー ビ ス を開始 した ｡ ｢デビ ッ ト (-debit)｣ と
は ｢即時決済｣ を意味する会計用語で ､ 日本で
の サ ー ビ ス は ｢ジ ュ イ B デ ビ ッ ト (-J- Debit)｣
と呼ばれる ｡ http://w w w.debitc ard.gr.jp/
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★ 2 6 交通 需要 マ ネ - ジ メ ン ト : 欧 米 で は
T D M- Tra n spo rtatio nDe m and Ma n age m e ntと呼
ばれ る ｡ 車の渋滞などの 都市交通問題 を単に 道
路の拡幅工 事に よ っ て 綬和する と い うの で は な
く ､ 交通量その もの を減らすため の対策を含め ,
総合的に抑制 しよう と い う取り組み ｡ 移動の 目
的と な る都市拠点を公共交通が利用 し易い 場所
に建設 し たり ､ 相乗り乗車を奨励する制度を導
入 するなど ､ 原因と結果の 両面 に対 して様々 な
施策が 講じられる ｡
★27 マ ン チ ェ ス タ ー : イ ン グ ラ ン ド中部の 工業
都市L, イ ギリ ス で初め て の 路面走行式LIモT が平
成4年 (199 2) に開業 し た ｡ l メ ト ロ リ ン ク｣ と
い う 計画名が示すとお り ､ 既 存の 鉄道駅 を結ぶ
こ と を主目的 に 計画 され た ｡ 片側集約方式は
M o sley通りに見 られ る o
★28 資料出典: 熊本市 ｢熊本市民意識調査書｣
平成11年1 0月 P 26
･29 パ ブ リ ッ ク ア ー ト :公共の空 間に設置され
た芸術作品 o 従来は既存の 美術作品を展示 する
こ とが 多か っ たが ､ 近年は ､ 場所に応 じて 新た
に制作し た り ､ ベ ン チ や 車止 め と い っ た機能の
あ るも の をア ー ト化する例も出て きた ｡ 高岡市
で もパ ブリ ッ ク ア ー ト を活 用 した まちづくQ)を
検討する委員会が組織され るなど ､ .まちづ く り
へ の 活用が検討されて い る( 二
･30 i-m ode : N T T の イン タ ー ネ ッ ト対応型携帯
電話 ｡, メ -ール の 送受信, i- m ode に対応 し た ホ ー
ム ペ -- ジ の 閲覧が で き る ,J 公共交通の 情報提供
に も利用されるよう に な っ て きて お り , 例えば ､
京都市交通局で は ｢ポ ケ ロ ケ｣ と し て バ ス 位置
情 報 の 控 供 サ ー ビ ス 等 を 行 っ て い る ｡
http://w w w.city.kyoto.jp/kots u/n ew s/bls/bls_m a
n uJop.h h
･31 ロ ン ド ン ･ ト ラ ン ス ポ ー ト : ロ ン ド ン は世
界 で初め て地下鉄が走 っ た都市で あ るが ､ 当初
は袴数の 会社が短区間営業し て い た た め乗り継
ぎが多く不便で あ っ た ｡ ロ ン ド ン ･ ト ラ ン ス ポ
ー ト は ､ 地下鉄に加 え主要なバ ス 会社を統合し ､
昭和8年 (1 933) に発足 した ｡ 別 々 の 会社で働い
て い た運転手をまと め ､ ま た利用促進を促すた
めCIを導入 ､ 様々 なデザ イ ン 戦略を展開 し た ｡
舵-- 的 な駅空間 , ダイ ヤ グ ラ ム ( 図式) を用い
た路線図など ､ 今や 世界の どの 都市の 公共交通
で も利用 され る デザ イ ン ･ シ ス テ ム が こ こ で 開
発された (,
★32 高岡市コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス利用者ア ン ケ ー ト
調査 :高岡市コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス試験運行を受け
て ､ 平成1 2年1 2月3 日､ 4日に 行われた調査 ｡ 便
利に なり外出が増え た =55.5 %､ 雨 の 日で も気軽
に 外出で き るようにな っ た =63.7% , 家族等に 送
迎を頼ま なく て も ､ 気軽に外出で きる ように な
っ た =41.5 %など ､ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が 特に 高齢
者の 外出を支援する こ と がわか っ た ｡
★33 ハ -▲ト ビ ル 法 :平成6年 (1996) 制定され
た ｢高齢者､ 身体障害者が 円滑に 利用で き る特
定建築物の 建築の 促進 に関 する法律｣ の 通称 ｡
障害者の 利用 に配慮 し た エ レ ベ ー タ - や 廊下 ､
階段 , トイ レ等の整備に補助さわ る他 ､ 税制上
の 特例や融資制度が 用意される . 平成11年3月末
時点で1,062件 (全国 ｡ 建設省調 べ) が登録され
て い る ｡ http://w w w.ja eic.o r.jp/hyk/he althtm
★34 資料出典 :平成10年度 高岡市統計書
★35 交通権:昭和57年 (1982) フ ラ ン ス で 国内
交通基本法が 施行 し た こ とを受けて 日本で も提
唱 され る よう に な っ た人権の ひ と つ ｡ 昭和61年
(1986) 交通権学 会が設立 し ､ ｢交通権憲章｣ を
提案 して い る ｡ 詳細は交通権学 会 ･ 編 ｢交 通権
憲章｣ 昭和堂印刷 1999
･36 鉄建公団 :鉄道建設公 団の 略o 公団と略さ
れ る場合も多い o 昭和39年 (1964) に発足 ､ 新
幹線に関わ る鉄道施設や在来線の 大改良工 事な
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一
民 主体 の 新会祉がl] 指すべ き事業計画を考える
どを行 っ て い る｡
★37 イ ギ リ ス 国鉄の 民営化:イ ギ リ ス 国鉄は平
成5年 (1993) 鉄道法の 成立を受けて25 の運輸会
社に分割され た o これとは別 に車両を扱う会社､
線路の 保守を専門に行う会社など発足 し ､ 総計
92 の民間企業が その 運行業務を分担 して い る ｡
★38 大気汚染: 二酸化炭素排出量の うち自動車
船舶 などの運輸部門が占め る割合は19.2 %､ 運輸
部門内で は乗用車が44.3 %､ 貨物車が41.0 %を占
め るo 平成9年版 環境白書｡
★39 都市交通研究会: ｢新し い都市交通 シ ス テ
ム｣ 山海堂 1997 P12
~
13各都市交通シ ス テ ム の
機能
★4 0 重要伝統的建造物群 保存地 区指定 : 通称
｢伝建地 区｣｡ 昭和50年 (1975) 文化財法の 改正
に よ っ て導入 された制度 ｡ 地 区内に ある建造物
が す べ て対象と なる た め , 文化財保護だけで な
く , 都市の 景観形成に も大きな効果が期待され
る ｡ 指定 される と家屋の 改修等に補助が受 けら
れ るが ､ 勝手に 改築するこ とが許され なくなる ｡
富山県で は平村柏倉 ､ 上平村菅沼が すで に指定
を受けて い る ｡
★41 山町筋: 旧北陸街道沿 い の ｢通町｣､ ｢ 御馬
出町｣､ ｢ 守山町｣､ ｢ 木舟町｣､ ｢ 小馬出町｣の 五
町 を指す｡ 前田利常の 時代より高岡商人の 町と
して栄 えた ｡ 明治33年 (1900) の 大火の 後､ 土
蔵造りの建造物の評 価が 高まり ､ 財力の あ っ た
山 町崩沿 い に 多く の 土蔵が建て ら れた ｡ ま た ､
山町を舞台に 繰り広げられ る ｢ 高岡御車山祭｣
は重要有形 ･ 無形民族文化財と して高く評価さ
れ ､ 県外か らも多数の 見学者が ある ｡
★42 資料出典 :西村幸格 一 服部重敬 ｢都市と路
面公共交通｣ 学芸出版社 20(対 円11
★43 ア ン ノ ン族 : 昭和45年 (1970) 創刊された
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雑誌 ｢ア ン ア ン｣ と翌年創刊され た ｢ノ ン ノ｣
が提案した ラ イ フ ス タイ ル を支持 した若い 女性
層を指 して そう呼ん だ｡ 鎌倉や 倉敷などの 伝統
的町並 みを散策する こと が ､ おし ゃ れ な余暇の
過 ごし方と して浸透して い っ た ｡
★44 トラ ン ジ ッ ト モ ー ル :財団法人国際交通安
全学会 トラ ン ジ ッ ト モ ー ル 研究会 ｡ 絹 ｢ト ラ ン
ジ ッ ト モ ー ル の 計画｣ 技報堂出版が 昭和6 3年
(1988) に出版され ､ その 中で すで に富山や 福井
駅 前の ト ラ ン ジ ッ ト モ ー ル 化が検討されて い た ｡
し か し, 未だに 日本で は導入 されて い な い ｡
★45 ア ウ ト レ ッ ト モ ー ル : 季節 はずれや サイ ズ
不揃い , 検査に適合しなか っ た商品を格安の 値
段で 販売する ブラ ン ド店舗を集め た商業 施設 ｡
日本では平成5年 (1993) 埼玉 に初め て登場 して
か ら ､ 各地 で次々 とオ ー プ ン して い るc 新 し い
郊外型商業施設 と して注目され て い るが ､ 楽し
く買 い物が できる空間と してまちの持つ 界隈性,
路地 裏感覚などが取り入れられて いる ｡
★46 マ ス タ ー プ ラ ン : 平成4年 (1992) 都市計
画法の 改正 によ っ て 導入 され た制度で ､ まちの
望ま し い 将来傍を全体的に 描き出すc 高岡市で
は平成12年9月 ｢新高岡市総合計画基本構想｣ を,
12月に ｢高岡市総合計画第8次事業計画｣ をまと
め た ｡ そ の 基本方針に は ｢富山県西部の中核都
市と して ふ さわ し い躍動 ･ 創造するま ち｣､ ｢独
自の歴 史的 o 文化的基盤を生 か した個性豊 か な
まち｣､ ｢ 市民 の 積極 的な参加 と協働 に よ っ て つ
くるまち｣ を目指し ､ 『生き生 き市民都市 高岡』
を建設するこ とが唱 われて い る ｡
★47 越中万葉夢幻詳: 高岡市は万葉集の代表的
歌人 ･ 大伴家持が越中固守と し て市内 ｡ 伏木に
滞在した こ とに ちなみ ｢万葉の ふ る さとづく り｣
を推進 し て い る ｡ 越中万葉夢幻讃はその 一 環と
して 開催され る野外音楽歴史劇で , 家持を主人
公に 万葉の 時代か ら現代まで の 高岡を , 多数の
市民参加によ っ て描く ｡
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★48 万葉集朗唱の 会:越中万葉夢幻讃と同様に
家持に ちなん だイ ベ ン ト ｡ 万葉集全2 0巻 に修め
られ た4,51 6首を連続三塁夜か け､ お よそ2,300人
が リ レ ー ー 形式で朗唱する o
★49 参考資料: 高岡市 ｢た か おか 歴史との 出会
い｣1991
★50 資料出典 :折口透 ｢自動車の 世紀｣ 岩波新
書523 1997 P46
★ 51 資料出典 : 社団 法人 日 本自動 車工 業 会
h仕p://w w wjam a.or.jp/
★5 2 T M O構想 : T M O はTo w nM a n age m e nt
Organiz ation = 都市活性化管理運営組織の こ とで ､
中心市街地の 活性化の ため に主体的 に取り組む
機関を指す｡ 中心市街地をひ と つ の シ ョ ッ ピ ン
グ セ ン タ ー に見たて て ､ 総休と して の 魅力をつ
く る こ とを業務 とする ｡ まず , 商工 会議所など
が 計画 の 方針や中心 市街地 の 区域を 指定 す る
｢ 基本計画｣ を作成, こ れに即 した事業 によ っ て
期待される効果をまと め た ｢T M O構想｣ を作成
し , 市町村の 認定を受ける ｡ 高岡市で は高岡商
工会議所が平成11年度に ｢高岡T M O構想策定事
業報告書｣ をまとめ , 12年11月か らはT M O構想
推進委貝会を設 けて ､ 事業計画を検討 して い る o
基本理念 に ｢ 前田町衆文化を縦糸と したま ちづ
く り｣ を上げ ､ ｢ 資源ネ ッ ト ワ ー ク で 滞留時間の
延長｣､ ｢時間消費型商業 へ の取り組み｣ を構想
して い る｡
★53 前田町衆文化:慶長14年 (1 609) 富山城を
火災で 失っ た 前田清二代目藩主 ･ 前田利長が 同
年､ 高岡に築城を開始し た ｡ ｢ 高お か｣ の地名も
こ の時は じめ て 資料に登場する よう に ､ 前田利
長は 高岡 の 開祖と して歴 史に名を留め る ｡ 徳川
幕府の 一 国 - 城令に よ っ て高岡城は取り壊され
て 一 時町は さびれる が , 三代目 ｡ 利常が 商工業
を奨励 し ､ 数 々 の 便宜 を図 っ た た め ､ まちに は
再び活気が戻 り ､ 以後は商工 の ま ちと して 発展
して い っ た c 住民 が自らの 手で まちづく りに挑
ん だ姿に範を見出そうと考えられた コ ン セプ ト｡
★54 N P O:No npr ofit Orga nizatio n- 民間非営利
組織を指す｡ 平成7年 (1995) わ阪神淡路大震災
を機に 日本で もボラ ン テ ィ ア やN P O活動が注目
され る よう に なり ､ 平成1 0年 ｢特定非営利法人
活動促進法｣ と して法制化 ､ N P O組織の法人化
が 認め られ る こ と に な っ た (: 福祉高齢化などを
受け , 行政が 及ば ない 市民 サ ー ビ ス を提供する
組織と して 今後益 々活動範囲が 広が る もの と考
え られて い る ｡.,
○本稿に掲載し た写真はす べ て執筆者自身の 損
影したもの である ｡
万乗線再生計画案 f(f民主体 の 新会社が臼指す べ き事業計画を考える
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◎都市交通関係
1 . 路面電車と都市の 未来を考え る会 ･ 編著: ｢路面電車とまちづくり｣ 学芸出版社､ 1999
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